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●結婚新生活支援事業補助金、住宅リフォーム補助金・・10
●グライダー墜落事故について・・・・・・・・・・11
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●健康よろず版（生活習慣病を予防しましょう）・・22

▲みなみ栄保育園のぞう・きりん・らいおん組（３～５歳）の園児が、こどもの日の行事に向け、手作りでこ
　いのぼりを作りました。撮影：４月 15 日
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を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

費
用　

無
料

対
象
者
と
通
知

　

集
団
検
診
と
同
じ

医
療
機
関

　

北
総
栄
病
院

　
（

95
‐
７
７
８
８
直
通
）

日
時
・
会
場

　

表
２
（
電
話
予
約
が
必
要
）

　

各
種
が
ん
検
診
な
ど
も
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
北
総
栄
病
院
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
診
後
、
１
か
月
半
後
を
目

途
に
「
診
査
結
果
通
知
」
を
郵

送
し
ま
す
。

　

な
お
、
結
果
に
よ
っ
て
は
個

別
返
却
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
各

種
教
室
の
ご
案
内
や
健
康
に
関

す
る
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
行
い

継
続
的
に
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

　

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
を
受
診
し
た
場

合
、
同
じ
年
度
内
の
「
短
期
人

間
ド
ッ
ク
」
助
成
制
度
は
対
象

に
な
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

健
康
介
護
課
疾
病
予

　

防
班
⑤
番
窓
口

　
（

33
‐
７
７
０
８
）

対
象
者

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方

日
時
・
会
場

　

表
１

通
知

　

５
月
上
旬
に
、
受
診
票
な
ど

を
ご
自
宅
へ
郵
送
し
ま
す
。

費
用　

１
，
３
４
０
円

対
象
者

　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加

入
し
て
い
る
75
歳
以
上
の
方

日
時
・
会
場

　

表
１

通
知

　

５
月
上
旬
に
、
受
診
票
な
ど

診
査
結
果
通
知

注

意

事

項

後
期
高
齢
者
健
康
診
査

（
集
団
健
診
）

 表１ 集団検診日程
月　日 会　場 受付時間

5 月 17 日㈫ 興津集会所

9:00 ～ 11:00

18 日㈬
竜角寺台コミュニティーホール

19 日㈭
20 日㈮ 南ヶ丘集会所
24 日㈫

さかなおコミュニティセンター
25 日㈬
26 日㈭

ふれあいプラザさかえ 9:15 ～ 11:30

27 日㈮
28 日㈯
31 日㈫

6 月 11 日㈬
2 日㈭
3 日㈮
4 日㈯ 布鎌小学校体育館 9:00 ～ 11:00

 表２ 個別検診日程
月　日 会　場 受付時間

5 月 17 日㈫～平成 29 年 3 月 31 日㈮
休診日／水・日曜日・祝日

（電話予約が必要です）
北総栄病院 9:30 ～ 10:00

14:30 ～ 15:00

特
定
健
康
診
査（集

団
健
診
）

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
健
康
診
査
（
個
別
健
診
）

自
分
の
健
康
は
自
分
で
守
り
ま
し
ょ
う

　

日
本
人
の
死
因
の
多
く
を
占
め
る
の
が
、
生
活
習
慣
病
を
原
因
と
し
た
病
気
で
す
。

　

な
か
で
も
、
死
因
の
第
１
位
で
あ
る
が
ん
は
日
本
人
の
半
数
が
か
か
っ
て
お
り
、
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡
く
な
っ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
今
は
、
早
期
発
見
や
治
療
に
よ
っ
て
、
生
活
習
慣
病
の
発
症
・
重
症
化
が
予
防
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、「
特
定
健
康
診
査
」
や
「
が
ん
検
診
」
な
ど
を
定
期
的
に
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
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○
領
収
書
（
明
細
書
含
む
）

○
検
査
結
果

○
特
定
健
康
診
査
質
問
票
な
ど

（
受
検
前
に
必
ず
コ
ピ
ー
を

お
取
り
く
だ
さ
い
。）

○
申
請
者
本
人
名
義
の
預
貯
金

口
座
の
種
類
と
番
号
が
わ
か

る
も
の

○
そ
の
他
の
オ
プ
シ
ョ
ン
検
査

は
実
費
と
な
り
ま
す
。

○
契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
検

す
る
と
き
は
、
申
請
し
て
も

助
成
対
象
と
な
ら
な
い
検
査

項
目
や
組
み
合
わ
せ
が
あ
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
住
民
課

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
予
約
や
検
査
項
目
の
変
更
は

受
検
さ
れ
る
ご
本
人
が
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

○
郵
送
で
の
申
請
は
受
け
付
け

て
い
ま
せ
ん
。

○
対
象
者
の
要
件
を
満
た
さ
な

い
場
合
は
、
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
て

「
要
再
検
査
」
と
な
っ
た
方
は
、

再
検
査
を
受
け
て
い
ま
す
か
？ 

　

要
再
検
査
と
な
っ
て
い
て
も

検
査
を
受
け
て
い
な
い
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
は
病
気
そ

の
も
の
を
見
つ
け
る
た
め
の
も

　

契
約
医
療
機
関
以
外
で
受
検

す
る
と
き
は
、
医
療
機
関
が
助

成
の
対
象
と
な
る
か
住
民
課
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

償
還
払
い
助
成
率

　

上
限
額
３
万
円
か
、
次
の
助

成
率
に
よ
る
合
計
額
の
い
ず
れ

か
低
い
額
。

検
査
コ
ー
ス

助
成
率

人
間
ド
ッ
ク

７
割

婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン

７
割

脳
ド
ッ
ク
オ
プ
シ
ョ
ン

５
割

脳
ド
ッ
ク（
脳
検
査
含
む
）
５
割

脳
ド
ッ
ク

（
婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン
追
加
）

５
割

助
成
金
の
受
取
方
法

①
医
療
機
関
で
予
約
す
る

　
　
　

↓

②
受
検
後
、
窓
口
で
検
査
費
用

を
全
額
自
己
負
担
す
る

　
　
　

↓

③
後
日
、
左
記
の
必
要
書
類
を

持
っ
て
、
住
民
課
で
申
請
す
る

　
　
　

↓

④
助
成
金
が
振
り
込
み
さ
れ
ま

す
必
要
書
類

　

申
請
に
は
全
て
の
書
類
が
必

要
で
す
。

○
保
険
証

○
印
鑑

短
期
人
間
ド
ッ
ク
助
成
制
度

　

次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
方

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
方

○
30
歳
以
上
の
方

○
国
民
健
康
保
険
に
６
か
月
以

上
継
続
し
て
加
入
し
て
い
る

方
○
国
民
健
康
保
険
税
に
未
納
の

な
い
方

○
同
じ
年
度
内
に
人
間
ド
ッ
ク

の
助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
方

○
75
歳
以
上
の
方
、
ま
た
は
65

歳
以
上
で
一
定
の
障
害
が
あ

り
認
定
を
受
け
て
い
る
方

○
被
保
険
者
で
６
か
月
以
上
継

続
し
て
栄
町
に
住
所
を
有
す

る
方

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

未
納
の
な
い
方

○
同
じ
年
度
に
人
間
ド
ッ
ク
の

助
成
を
受
け
て
い
な
い
方

○
北
総
栄
病
院

　
（

95
‐
６
８
１
１
）

○
成
田
赤
十
字
病
院

　
（

22
‐
２
３
１
１
）

○
龍
ヶ
崎
済
生
会
病
院

　
（

０
２
９
７
‐
６
３
‐
７

　

１
８
７
）

○
平
和
台
病
院

　
（

０
４
‐
７
１
８
９
‐
１

　

１
１
９
）

○
成
田
富
里
徳
洲
会
病
院

　
（

85
‐
５
３
１
３
）

○
聖
隷
佐
倉
市
民
病
院

　
（

０
４
３
‐
４
８
６
‐
０

　

０
０
６
）

助
成
率検

査
コ
ー
ス

助
成
率

人
間
ド
ッ
ク

７
割

婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン

７
割

婦
人
科
オ
プ
シ
ョ
ン

（
脳
ド
ッ
ク
併
用
）

５
割

脳
ド
ッ
ク（
脳
検
査
含
む
）
５
割

受
検
方
法

①
契
約
医
療
機
関
で
予
約
す
る

　
　
　

↓

②
受
検
前
に
、
保
険
証
と
印
鑑

を
持
っ
て
、
住
民
課
で
申
請

し
「
承
認
書
」
の
交
付
を
受

け
る

　
　
　

↓

③
医
療
機
関
に
「
承
認
書
」
を

提
出
・
受
検
し
、
窓
口
で
助

成
金
を
差
し
引
い
た
費
用
を

支
払
う

注

意

事

項

契
約
医
療
機
関
以
外

契
約
医
療
機
関

助
成
対
象
者

受
検
後
の
再
検
査
は

必
ず
受
け
ま
し
ょ
う

の
で
は
な
く
、
自
分
の
身
体
で

健
康
に
疑
い
の
あ
る
部
分
を
見

つ
け
出
す
た
め
の
健
康
診
断
で

す
。
病
気
そ
の
も
の
を
見
つ
け

る
検
査
で
は
な
い
の
で
病
院
か

ら
連
絡
が
来
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

結
果
に
「
要
再
検
査
」
と
な

っ
て
い
る
の
は
、
ド
ッ
ク
で
見

つ
け
出
さ
れ
た
疑
い
の
あ
る
部

分
を
「
検
査
を
し
て
病
気
か
ど

う
か
の
正
確
な
判
断
を
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と
言
う

こ
と
で
す
。
自
ら
が
医
療
機
関

で
受
検
し
な
け
れ
ば
そ
の
ま
ま

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

短
期
人
間
ド
ッ
ク
を
受
け
た

だ
け
で
は
病
気
の
予
防
は
で
き

ま
せ
ん
。
き
ち
ん
と
再
検
査
ま

で
受
検
し
て
、
健
康
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
の
か
、
早
期
治

療
に
つ
な
げ
る
の
か
判
断
し
て

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
特
定
保
健
指
導
も
、
有

効
に
活
用
し
て
健
康
寿
命
を
延

ば
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

住
民
課
国
保
年
金
班

　

②
番
窓
口

　
（

33
‐
７
７
０
６
）
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各

種

が

ん

検

診

 ■ 大腸がん無料検診

月　日 時間 会　場 対象者 検査内容 費用 申込み

19 月 13 日㈫

午前
のみ

興津集会所

昭和 50 年４月２日～
昭和 51 年４月１日生
まれの方

便潜血反応
検査 無料

　５月上旬に案内
と「 検 診 申 込 書 」
を郵送します。

　 ７ 月 29 日 ㈮ ま
でに「検査申込書」
に必要事項を記入
の上、お申し込み
ください。

　後日、検査キッ
ト」と無料クーポ
ン券を郵送します。

14 日㈬ 竜角寺台コミュ
ニティーホール15 日㈭

16 日㈮ さかなおコミュ
ニティセンター17 日㈯

27 日㈫

ふれあいプラザ
さかえ

28 日㈬

29 日㈭

30 日㈮

10 月 11 日㈯

10 月 18 日㈯ 布鎌小学校体育館

 ■ 前立腺がん検診

月　日 時間 会　場 対象者 検査内容 費用 申込み

特定健康健査・後期高齢者健康健査と同
日程（２ページ表１・表２）

平成 29 年３月 31 日
までに 50 歳以上にな
る方

血液検査 1,600 円

　検査当日に氏名・
住所・生年月日の
確認できるものを
持参し、お申し込
みください。

 ■ 肝炎ウイルス検査

月　日 時間 会　場 対象者 検査内容 費用 通　知

特定健康健査・後期高齢者健康健査と同
日程（２ページ表１・表２）

平成 28 年４月 30 日
現 在 で 40 歳・45 歳
の男女

B 型肝炎ウ
イルスと C
型肝炎ウイ
ルスの血液
検査

無料
　５月上旬に案内
と「受診票」を郵
送します。

ご注意
※各種がん検診に申し込みの際は、広報さかえ４月号・町ホームページ、または栄町健康カレ
　ンダーに掲載・添付された「検診申込書」をご利用ください。
　なお、電話でのお申し込みや期限を過ぎてからのお申し込みは、お受けできませんのでご了
　承ください。

 ■ 乳がん検診

月　日 時間 会　場 対象者 検査内容 費用 申込み

17 月 27 日㈬
午前
午後

ふれあいプラザさ
かえ

昭和 41 年７月１日～
昭和 61 年６月 30 日
生まれの方

エコー検査 1,030 円
　５月 31 日㈫まで
に「各種検診申込
書」に必要事項を
記入の上、お申し
込みください。

18 月 15 日㈮

6 日㈯

7 月 27 日㈬
午前
午後

ふれあいプラザさ
かえ

昭和 41 年６月 30 日
以前に生まれた方

マンモグラ
フィ検査 1,030 円8 月 15 日㈮

6 日㈯

 ■ 子宮がん検診

月　日 時間 会　場 対象者 検査内容 費用 申込み

17 月 27 日㈬
午前
午後

ふれあいプラザさ
かえ

平成８年６月 30 日以
前に生まれた方 細胞診検査 1,030 円

　５月 31 日㈫まで
に「各種検診申込
書」に必要事項を
記入の上、お申し
込みください。

18 月 15 日㈮

6 日㈯

問
合
せ　

健
康
介
護
課
疾
病
予
防
班
⑤
番
窓
口
（

33
‐
７
７
０
８
）
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データヘルス計画を策定しました

①脳卒中の新規患者数の抑制
　高血圧、糖尿病、脂質異常症などの生活
習慣病と深く関わりがあり、生活習慣病が
自覚症状のないまま進行した結果発病に至
り、最悪の場合死につながったり、重い後
遺症のため介護が必要になったりと、生活
の質を著しく低下させる疾患である脳卒中
の新規患者数の抑制を目指します。

②特定健診受診率の向上
　健診受診率の低迷は生活習慣病を改善す
べき対象者を見逃すことになるため、まず
は健診の受診を促し、状態に応じた保健指
導を実施することにより、生活習慣病の発
症予防・重症化予防につなげます。

①医療費の占める割合（表１）
　医療費に占める疾病割合では、高血圧、
糖尿病、統合失調症が経年的に上位となっ
ています。

②重症化予防対象者（表２）
　健診受診者のうち生活習慣病の治療を受
けていない方は 31.0％になりますが、そ
のうち実に 41.5％の方は、すぐにでも受
診が必要な重症化予防対象者であることが
わかりました。

 表 2 重症化予防対象者データを分析してわかったこと

データヘルス計画が目指すもの

～国民健康保険保健事業実施計画～

※データヘルス計画は、役場４階行政資料室またはホームページでご覧になれます。
問合せ　　住民課国保年金班（ 33-7706）

　高齢化の進展や医療技術の高度化などにより、国民健康保険（国保）の医療費は年々
増大しています。
　特に、脳卒中、がん、糖尿病といった生活習慣に起因する疾患が増えていますが、こ
れらの多くは偏った食生活や過度の飲酒、喫煙などを改善することによって予防が可能
であると言われ、早期発見によって重症化を防ぐことができます。
　このため、国保では、健診データやレセプト（診療報酬明細書）データの情報を分析
し、被保険者の健康状態や疾患構成の全体像を明らかにし、今後取り組むべき対策と保
健事業の目標を示すデータヘルス計画（平成 28 年度～ 30 年度）を策定しました。

 表１ 医療費の占める割合
疾患名 占める割合

1 位 高血圧 7.3％

2 位 糖尿病 6.6％

3 位 統合失調症 4.3％

4 位 関節疾患 3.7％

5 位 脳梗塞 3.6％

6 位 脂質異常 3.0％

7 位 骨折 2.4％

8 位 慢性腎不全（人工透析有） 2.2％

9 位 大腸がん 1.9％

9 位 骨粗しょう症 1.9％
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延
滞
金

　

納
期
限
の
翌
日
か
ら
納
め
た

日
ま
で
の
期
間
（
日
数
）
に
応

じ
、
延
滞
金
が
か
か
り
ま
す
。

督
促

　

督
促
や
戸
別
訪
問
、
電
話
催

告
な
ど
で
納
付
の
お
願
い
を
し

て
い
ま
す
。

滞
納
処
分

　

町
で
は
、
負
担
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
、
再
三
の
督
促
や
催

告
に
応
じ
な
い
滞
納
者
に
対
し

て
は
積
極
的
に
不
動
産
、
預
貯

金
、
給
料
な
ど
の
財
産
の
差
押

処
分
を
行
っ
て
い
ま
す
。

納
税
相
談

　

病
気
や
失
業
な
ど
、
や
む
を

得
な
い
理
由
で
一
時
的
に
税
金

を
納
期
内
に
納
め
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
そ
の
ま
ま
放
置

せ
ず
、
必
ず
納
税
相
談
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
土
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
で

も
役
場
２
階
税
務
課
で
、
税
金

な
ど
を
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

町
税
の
納
付
に
は
、
安
全
・

安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

口
座
振
替
に
す
る
と
…

○
現
金
を
持
ち
歩
く
必
要
が
な

く
、
安
全
で
す
。

○
う
っ
か
り
納
め
忘
れ
が
な
く
、

安
心
で
す
。

○
役
場
や
金
融
機
関
へ
出
か
け

る
手
間
が
入
ら
ず
、
お
忙
し

い
方
に
は
便
利
で
す
。

お
手
続
き
は
…

　

次
の
金
融
機
関
の
窓
口
で

「
口
座
振
替
依
頼
書
」
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

○
千
葉
銀
行
安
食
支
店

○
京
葉
銀
行
栄
支
店

○
千
葉
信
用
金
庫
赤
坂
支
店

○
水
戸
信
用
金
庫
布
佐
支
店

○
西
印
旛
農
業
協
同
組
合
東
部

支
店

○
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
自
動
払
込

利
用
申
込
書
に
記
入
）

※
町
外
の
支
店
な
ど
で
手
続
き

さ
れ
る
方
は
、
口
座
振
替
依

頼
書
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
納
税
通
知
書

○
預
貯
金
通
帳

○
通
帳
届
出
印

残
高
の
確
認
を
！

○
振
替
日
は
、
全
納
の
場
合
は
、

第
１
期
の
納
期
限
日
、
期
別

の
場
合
は
各
期
の
納
期
限
日

に
振
替
え
さ
れ
ま
す
。（
各

税
目
の
納
期
限
は
７
ペ
ー
ジ

の
平
成
28
年
度
町
税
納
期
一

覧
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

○
再
振
替
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
残
高
不
足
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
の
領
収
書
は
発
行

し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
通

帳
記
入
に
よ
り
納
付
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
、

車
検
用
の
軽
自
動
車
税
納
税

証
明
書
（
は
が
き
）
を
毎
年

６
月
中
旬
に
送
付
し
て
い
ま

す
。

口
座
振
替
の
推
進

町
税
な
ど
を
滞
納
す
る
と

　

全
国
の
主
な
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
ご
都
合
の
よ
い
時

間
に
納
付
で
き
ま
す
。（
コ
ン

ビ
ニ
納
付
）

コ
ン
ビ
ニ
で
取
り
扱
い
で
き
な

い
も
の

○
一
枚
で
納
付
す
る
金
額
が

30
万
円
を
超
え
る
納
付
書

○
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て

い
な
い
も
の

コ
ン
ビ
ニ
納
付
の
注
意
点

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付
す
る
と
き
は
、

納
付
し
た
い
納
付
書
の
み
を

レ
ジ
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
付
書
の
バ
ー
コ
ー
ド
部
分

が
汚
れ
た
り
、
破
れ
た
り
し

て
い
る
納
付
書
は
、
コ
ン
ビ

ニ
納
付
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

○
コ
ン
ビ
ニ
納
付
し
た
際
に
は
、

納
付
書
か
ら
切
り
離
さ
れ
た

押
印
済
み
の
「
領
収
証
」
と

「
レ
シ
ー
ト
」
の
両
方
を
必

ず
受
け
取
り
、
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。

○
年
税
額
を
一
度
に
納
付
す
る

と
き
は
、「
全
期
」
の
納
付

書
を
ご
利
用
い
た
だ
き
、
納

期
別
で
納
付
さ
れ
る
場
合
は

「
各
期
別
」
の
納
付
書
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

税金は納期限内に納めましょう
　町が仕事を計画通り円滑に進めるためには、町税などを納期限内に納付していただく必
要があります。
　町では、貴重な財源である町税などを有効に使うため、納期限内納付を推進しています。

問合せ　税務課収納対策室（ 33-7703）

コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
可
能

安
全
・
安
心
・
便
利
な
口
座
振
替
を

○
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

コ
ン
ビ
ニ
納
付
で
き
る
納
付

書
は
同
封
し
て
い
ま
せ
ん
。
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 ■ 平成 28 年度町税納期一覧

納　期 固定資産税
都市計画税

町・県民税
（普通徴収） 軽自動車税 国民健康保険税

（普通徴収）
後期高齢者
医療保険料

（普通徴収）
介護保険料

（普通徴収）

平成 28 年

５月
１期

（５/31）
全期

（５/31）

６月 １期
（６/30）

７月 ２期
（８/ １）

１期
（８/ １）

１期
（８/ １）

１期
（８/ １）

８月 ２期
（８/31）

２期
（８/31）

２期
（８/31）

２期
（８/31）

９月 ３期
（９/30）

３期
（９/30）

３期
（９/30）

10 月 ３期
（10/31）

４期
（10/31）

４期
（10/31）

４期
（10/31）

11 月 ５期
（11/30）

５期
（11/30）

12 月 ３期（12/26） ６期
（12/26）

６期
（12/26）

５期
（12/26）

平成 29 年

１月
４期

（１/31）
７期

（１/31）
７期

（１/31）

２月 ４期
（２/28）

８期
（２/28）

８期
（２/28）

６期
（２/28）

　

身
体
や
精
神
の
障
が
い
に
よ

り
歩
行
が
困
難
な
方
の
移
動

（
仕
事
、
通
勤
、
通
学
、
通
院

な
ど
）
の
た
め
に
軽
自
動
車
を

使
用
す
る
場
合
、
申
請
を
す
る

こ
と
で
軽
自
動
車
税
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

持
参
す
る
も
の

○
障
が
い
等
の
手
帳
（
身
体
障

害
者
・
戦
傷
病
者
・
療
育
・

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
）

○
自
動
車
検
査
証

○
運
転
免
許
証

○
軽
自
動
車
税
納
税
通
知
書

○
印
鑑

申
請
期
限

　

納
税
通
知
書
到
着
後
、
５
月

31
日
㈫
の
納
期
限
ま
で
に
減
免

申
請
書
に
必
要
書
類
を
添
え

て
、
税
務
課
へ
ご
申
請
く
だ
さ

い
。

　

た
だ
し
、
減
免
対
象
者
一
人

に
つ
き
１
台
で
、
普
通
自
動
車

と
の
重
複
は
で
き
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

税
務
課
住
民
税
班

（

33
‐
７
７
０
３
）

　

自
動
車
税
の
納
期
限
は
５
月

31
日
㈫
で
す
。
５
月
上
旬
に
自

動
車
税
事
務
所
か
ら
納
税
通
知

書
が
送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
最

寄
り
の
金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
期
限

ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
納
期
限
ま
で
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付
が
可

能
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
に

同
封
の
し
お
り
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

問
合
せ

　

自
動
車
税
事
務
所

　
（

０
４
３
‐
２
４
３
‐
２

　

７
２
１
）

　

千
葉
県
佐
倉
県
税
事
務
所

　
（

０
４
３
‐
４
８
３
‐
１

　

１
５
０
）

軽
自
動
車
税
の
減
免
に
つ
い
て

自
動
車
税
の
納
期
内
納
付
に
つ
い
て
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 ■ 開票結果　　　　（敬称略・得票順）

氏　名 年齢 得票数 当落

早　川　くみこ 57 歳 1,106 票 当選

大　野　のぶまさ 71 歳 915 票 当選

橋　本　ひろし 39 歳 858 票 当選

の　だ　やすひろ 68 歳 720 票 当選

大　野　ひろし 69 歳 703 票 当選

岡　本　まさみち 64 歳 674 票 当選

戸　田　栄　子 71 歳 674 票 当選

大　沢　よしかず 67 歳 617 票 当選

まつしま　一　夫 63 歳 615 票 当選

大　野　てつお 58 歳 589 票 当選

ふじむら　勉 63 歳 558 票 当選

たかはぎ　初　枝 61 歳 556 票 当選

新　井　茂　美 48 歳 525 票 当選

かねしま　秀　夫 75 歳 499 票 当選

山　田　まさき 66 歳 312 票

菅　原　ひろゆき 54 歳 242 票

有効投票数 10,163 票

無効投票数 97 票

投 票 総 数 10,260 票

投　票　率 56.02％

 ■ 投票結果

区　分 有権者数 投票者数 投票率

第１投票所
（安食小学校体育館） 3,762 人 1,881 人 50.00%

第２投票所
（町民北辺田体育館） 1,115 人 765 人 68.61%

第３投票所
（町民酒直体育館） 1,924 人 1,102 人 57.28%

第４投票所
（布鎌小学校体育館） 1,833 人 1,065 人 58.10%

第５投票所
（和田集会所） 533 人 346 人 64.92%

第６投票所
（安食台小学校体育館） 3,264 人 1,870 人 57.29%

第７投票所
（安食台1・5・6丁目集会所） 2,258 人 1,321 人 58.50%

第８投票所
（竜角寺台コミュニティーホール） 3,626 人 1,910 人 52.68%

合　計 18,315 人 10,260 人 56.02%

　４月 17 日に行われた、栄町議会議員一
般選挙の投票結果と開票結果をお知らせし
ます。
問合せ　栄町選挙管理委員会 (  95-1111)

栄
町
議
会
議
員
一
般
選
挙
結
果

駅周辺の空き店舗解消
駅前のイメージアップと活性化に力を注いでいきます

　町では、駅周辺の空き店舗の解
消や駅前のイメージアップと活性
化に力を注いでいきます。
　駅前空き店舗を活用して、ＮＰ
Ｏ法人ねむの里が「いちごいち
え」（レストラン）と、ハンドメ
イド雑貨を販売する「うさぎとか
め」をオープンしました。
　また、株式会社エスポワール眞
樹が訪問看護ステーション「あえ
りの里」をオープンしています。
　町民の皆さま、ぜひご利用くだ
さい。

問合せ　企画政策課企画広報班
　（ 33-7701）

▲１階に駅前ねむの木レストラン「いちごいちえ」とハンド
　メイド雑貨「うさぎとかめ」、２階には訪問看護ステーショ
　ン「あえりの里」がオープンしました。
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財
政
事
情
の
公
表

平
成
27
年
度
予
算
の
執
行
状
況

歳　出 予算現額 収入済額 執行率
議会費 1 億 801 万 1 千円 1 億 772 万 3 千円 99.7%
総務費 10 億 6,530 万 1 千円 8 億 9,492 万 3 千円 84.0%
民生費 20 億 1,234 万 4 千円 17 億 1,929 万円 85.4%
衛生費 5 億 7,141 万 3 千円 5 億 648 万 7 千円 88.6%
農林水産業費 1 億 3,653 万 6 千円 1 億 2,004 万 6 千円 87.9%
商工費 1 億 1,693 万 3 千円 1 億 622 万 3 千円 90.8%
土木費 6 億 4,926 万 2 千円 5 億 2,853 万円 81.4%
消防費 4 億 9,514 万 6 千円 3 億 9,633 万 8 千円 80.0%
教育費 11 億 921 万 8 千円 6 億 1,718 万 9 千円 55.6%
公債費 8 億 4,487 万 2 千円 8 億 2,834 万 1 千円 98.0%
諸支出金 4 億 6,654 万 6 千円 1,269 万 4 千円 2.7%
予備費 1,000 万円 0 円 0.0%
災害復旧費 299 万円 297 万 6 千円 99.5%

合　計 75 億 8,857 万 2 千円 58 億 4,076 万円 77.0%

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
や
、
国
・
県
か
ら
の
支
出
金
・
地
方
交
付
税
・
町
債
な
ど
、
町
に
入
っ
て

く
る
お
金
（
歳
入
）
が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
た
か
（
歳
出
）
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
５
月
と
11
月

の
２
回
、
町
の
財
政
事
情
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
27
年
度
予
算
（
平
成
28
年
３
月
末
現
在
）
の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
出
納
整
理
期
間
（
５
月
31
日
ま
で
）
後
に
確
定
す
る
「
決
算
額
」
と
は
異
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

財
政
課
財
政
班
（

33
‐
７
７
０
２
）

歳　入 予算現額 収入済額 執行率
町税 22 億 9,708 万 4 千円 22 億 5,707 万 8 千円 98.3%
地方譲与税 1 億 390 万円 1 億 70 万 5 千円 96.9%
利子割交付金 520 万円 552 万 8 千円 106.3%
配当割交付金 2,350 万円 2,194 万円 93.4%
株式等譲渡所得割交付金 1,680 万円 2,211 万 8 千円 131.7%
地方消費税交付金 3 億 3,420 万円 3 億 5,927 万 1 千円 107.5%
ゴルフ場利用税交付金 1,030 万円 880 万円 85.4%
自動車取得税交付金 1,620 万円 2,677 万円 165.2%
地方特例交付金 740 万円 778 万円 105.1%
地方交付税 16 億 802 万 8 千円 16 億 5,354 万円 102.8%
交通安全対策特別交付金 270 万円 311 万 9 千円 115.5%
分担金及び負担金 1 億 3,769 万 9 千円 1 億 3,175 万 5 千円 95.7%
使用料及び手数料 7,723 万 2 千円 6,776 万 5 千円 87.7%
国庫支出金 10 億 5,482 万 1 千円 7 億 1,624 万 7 千円 67.9%
県支出金 4 億 5,674 万 9 千円 3 億 1,102 万 3 千円 68.1%
財産収入 3,462 万 6 千円 1,425 万 3 千円 41.2%
寄附金 1,640 万円 1,586 万 3 千円 96.7%
繰入金 2 億 8,299 万 4 千円 1 億 7,157 万 9 千円 60.6%
繰越金 1 億 2,588 万 4 千円 1 億 2,627 万 2 千円 100.3%
諸収入 8,161 万 6 千円 6,796 万円 83.3%
町債 8 億 9,523 万 9 千円 250 万円 0.3%

合　計 75 億 8,857 万 2 千円 60 億 9,186 万 6 千円 80.3%

 ■ 一般会計

会計名 予算現額 収入済額 収納率 支出済額 執行率
国民健康保険 32 億 5,440 万 9 千円 30 億 8,356 万 3 千円 94.8% 29 億 1,823 万 4 千円 89.7%
後期高齢者医療 1 億 7,960 万円 1 億 7,745 万 7 千円 98.8% 1 億 5,285 万 3 千円 85.1%
介護保険 13 億 6,567 万 4 千円 12 億 1,850 万 3 千円 89.2% 11 億 7,632 万千 5 円 86.1%
公共下水道事業 5 億 5,966 万円 5 億 139 万 8 千円 89.6% 4 億 6,132 万 4 千円 82.4%
矢口工業団地拡張事業 5 億 2,359 万 6 千円 509 万 5 千円 1.0% 1 億 5,285 万 3 千円 29.2%

 ■ 特別会計注１

総務債 6 億 8,537 万 9 千円
民生債 441 万 5 千円
衛生債 3 億 52 万 5 千円
農林水産業債 2,269 万 5 千円
土木債 7 億 8,663 万 7 千円
消防債 4 億 8,155 万 3 千円
教育債 10 億 3,688 万 3 千円
県貸付債 242 万円
減収補てん債 1 億 8,301 万 8 千円
税収補てん債 1,483 万 2 千円
臨時財政対策債 37 億 7,974 万 5 千円
災害復旧債 4,216 万 5 千円

合　計 73 億 4,026 万 7 千円

 ■ 町債の現在高注２

財政調整基金 5 億 1,014 万 9 千円
その他 14 基金 4 億 6,479 万 8 千円

合　計 9 億 7,494 万 7 千円

 ■ 基金の現在高

注１…特別会計とは、特定の事業を行う場合に、一般の歳入・歳出
　　　とは区別して経理するために条例により設置しています。

注２…町債とは、町が多額の経費を要する建設事業などを行うとき、
　　　財源の一部を国などから借入れるものをいいます。

３
月
末
現
在
の

執
行
率
は
77
．
０
％
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④
ア
パ
ー
ト
の
場
合
は
、
住
宅

手
当
支
給
の
有
無
証
明
書

⑤
引
越
費
用
が
あ
る
場
合
は
、

引
越
費
用
に
係
る
領
収
書
の

写
し

※
新
婚
生
活
を
送
る
た
め
の
準

備
と
し
て
、
平
成
28
年
１
月

１
日
以
降
に
住
宅
を
購
入
ま

た
は
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸

借
契
約
を
締
結
し
、
そ
の
住

宅
に
居
住
し
て
い
る
場
合
は

該
当
し
ま
す
。

※
友
人
な
ど
に
支
払
っ
た
引
越

の
謝
礼
金
は
、
該
当
に
な
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ　

福
祉
・
子
ど
も
課
子

　

育
て
事
業
班
⑥
番
窓
口

　
（

33
‐
７
７
０
７
）

④
工
事
が
、
平
成
29
年
３
月
17

以
前
に
完
了
す
る
こ
と

※
新
築
や
別
棟
の
増
築
は
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同

じ
工
事
箇
所
に
つ
い
て
、
町

で
行
っ
て
い
る
他
の
補
助
制

度
を
利
用
し
て
い
る
場
合
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

補
助
金
の
額

　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
費
用

の
10
分
の
１
以
内
で
上
限
額

１
０
０
，
０
０
０
円
（
千
円
未

満
切
り
捨
て
）

受
付
期
間

　

５
月
10
日
㈫
か
ら
11
月
25
日

㈮
ま
で

※
補
助
金
交
付
決
定
前
に
住
宅

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を
行
っ
た

場
合
は
、
補
助
金
の
交
付
を

受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

※
補
助
金
を
希
望
す
る
方
は
、

事
前
に
企
画
政
策
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
不
動
産

　

定
住
班

　
（

33
‐
７
７
０
１
）

　

町
で
は
、
国
の
交
付
金
を
活
用
し
、
新
婚
世
帯
で
次
の
要
件
に

該
当
す
る
場
合
、
住
宅
費
ま
た
は
引
越
費
の
一
部
を
補
助
し
、
新

婚
生
活
を
応
援
し
ま
す
。

　

町
へ
の
定
住
・
移
住
の
促
進
と
住
環
境
の
向
上
、
町
内
産
業
の

活
性
化
を
図
る
た
め
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
費
用
の
一
部
を
補
助
し

ま
す
。

対
象
者

○
平
成
28
年
４
月
１
日
以
降
に

婚
姻
届
を
提
出
し
た
世
帯

○
平
成
26
年
１
月
１
日
～
12
月

31
日
の
１
年
間
の
夫
婦
の
合

計
所
得
額
が
３
０
０
万
円
未

満
の
世
帯

○
栄
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
世
帯

○
町
税
の
滞
納
が
な
い
世
帯

補
助
対
象
経
費

○
住
宅
費

　

戸
建
て
住
宅
の
購
入
費
、
ま

た
は
ア
パ
ー
ト
な
ど
の
賃
貸

料
○
引
越
費

　

引
越
業
者
ま
た
は
運
送
業
者

に
支
払
っ
た
引
越
費
用
の
実

費
補
助
額

住
宅
費
と
引
越
費
を
合
わ

せ
て
、
最
大
18
万
円

必
要
書
類

①
所
得
証
明
書
（
夫
婦
と
も
）

②
売
買
契
約
書
の
写
し
（
戸
建

て
住
宅
の
場
合
）

③
賃
貸
契
約
書
の
写
し
（
ア
パ

ー
ト
な
ど
の
場
合
）

新
婚
世
帯
の
新
生
活
を
応
援
し
ま
す

～
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
補
助
金
～

お
住
ま
い
の
住
宅
を
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
場
合

最
大
10
万
円
～
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
～

対
象
住
宅

　

一
戸
建
て
住
宅
、
ま
た
は
併

用
住
宅
（
併
用
住
宅
は
、
住
宅

部
分
の
み
が
対
象
）

対
象
者

①
対
象
住
宅
を
所
有
し
、
自
ら

居
住
す
る
方

②
町
外
か
ら
転
入
す
る
た
め
に

自
ら
居
住
す
る
対
象
住
宅
を

購
入
し
た
方

③
町
内
の
賃
貸
住
宅
な
ど
か
ら

転
居
す
る
た
め
に
、
自
ら
が

居
住
す
る
対
象
住
宅
を
購
入

し
た
方

④
対
象
住
宅
に
、
３
年
以
上
継

続
し
て
居
住
す
る
方

⑤
町
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
て
い
る
方

⑥
町
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

（
世
帯
員
全
員
）

※
②
と
③
の
場
合
、
リ
フ
ォ
ー

ム
工
事
を
行
う
時
点
で
、
対

象
住
宅
（
中
古
住
宅
）
を
所

有
し
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

対
象
と
な
る
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

①
町
内
の
事
業
者
が
行
う
工
事

（
町
内
に
本
店
が
あ
る
法
人

事
業
者
、
ま
た
は
町
内
に
住

所
が
あ
る
個
人
事
業
者
）

②
２
０
０
，
０
０
０
円
以
上
の

工
事

③
補
助
対
象
工
事
は
、
浴
室
・

台
所
・
ト
イ
レ
・
床
・
畳
・

天
井
・
壁
な
ど
の
工
事
で
、

既
存
住
宅
の
改
築
お
よ
び
増

築
工
事
で
す

　

矢
口
神
明
四
丁
目
地
区
に
お

い
て
、
用
途
地
域
の
変
更
お
よ

び
地
区
計
画
の
決
定
を
予
定
し

て
お
り
、
５
月
下
旬
を
目
途
に

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧
を
行

う
予
定
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

都
市
計
画
（
案
）
に
ご
意
見

が
あ
る
場
合
は
、
ま
ち
づ
く
り

課
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
ご
意
見
を
提
出
で
き

る
の
は
利
害
関
係
人
の
み
と
な

り
ま
す
。

問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち

　

づ
く
り
班

　
（

33
‐
７
７
１
９
）

矢
口
神
明
四
丁
目
地
区
の

都
市
計
画
（
案
）
を
縦
覧
し
ま
す
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大
野　

徹
夫　

氏
が
消
防
団
長
に
就
任

ご
挨
拶

　

栄
町
消
防
団
長

大　

野　

徹　

夫
　

私
は
、
平
成
28
年
４
月
１
日

付
け
で
、
芝
野
前
団
長
の
後
任

と
し
て
、
栄
町
消
防
団
長
に
就

任
い
た
し
ま
し
た
。
就
任
に
あ

た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

近
年
、
消
防
団
を
取
り
巻
く

状
況
も
大
き
く
変
化
し
て
お

り
、
職
住
分
離
の
進
展
、
少
子

高
齢
化
等
に
よ
る
社
会
環
境
の

変
化
と
と
も
に
、
団
員
確
保
も

グ
ラ
イ
ダ
ー
墜
落
事
故
に
つ
い
て

　

現
在
、
再
発
防
止
に
向
け

て
、
日
本
飛
行
連
盟
と
日
本
モ

ー
タ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
ク
ラ
ブ

は
、
国
土
交
通
省
の
指
導
を
受

け
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
行
政
班

　
（

95
‐
１
１
１
１
）

平
成
27
年
国
勢
調
査
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

平
成
27
年
10
月
１
日
を
基
準

日
と
し
て
実
施
し
た
、「
平
成

27
年
国
勢
調
査
」
で
は
、
町
民

の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

こ
の
た
び
総
務
省
か
ら
人
口

速
報
値
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
調
査
で
は
、

初
め
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

る
回
答
が
実
施
さ
れ
、
栄
町
は

そ
の
回
答
率
が
45
．
４
％
（
県

内
第
５
位
・
町
村
で
は
第
１

位
）
で
非
常
に
高
く
、
総
務
省

統
計
局
統
計
調
査
部
長
よ
り
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
調
査

の
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
い
た

町
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力
の
た

ま
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
各
種
統
計
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

問
合
せ　

企
画
政
策
課
企
画
広

　

報
班
（

33
‐
７
７
０
１
）

　

３
月
17
日
に
発
生
し
た
グ
ラ
イ
ダ
ー
墜
落
事
故
の
再
発
防
止
な

ど
に
つ
い
て
、
町
長
が
、
次
の
と
お
り
関
係
者
お
よ
び
関
係
機
関

に
対
し
て
、
要
請
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
月
23
日
、
大
利
根
飛
行
場

を
運
営
す
る
一
般
社
団
法
人
日

本
飛
行
連
盟
と
管
理
を
委
託
さ

れ
て
い
る
株
式
会
社
日
本
モ
ー

タ
ー
グ
ラ
イ
ダ
ー
ク
ラ
ブ
に
対

し
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
強

く
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

○
事
故
発
生
の
原
因
究
明
と
再

発
防
止

○
栄
町
町
民
に
対
す
る
飛
行
の

危
険
性
の
除
去

○
栄
町
住
宅
密
集
地
の
上
空
の

飛
行
の
禁
止

○
被
害
者
へ
の
弁
済
救
済

　

３
月
24
日
、
国
土
交
通
省
に

お
い
て
、
大
臣
宛
に
次
の
事
項

に
つ
い
て
要
望
を
行
い
ま
し

た
。

○
原
因
究
明
と
再
発
防
止
の
推

進
○
栄
町
町
民
の
安
心
安
全
確
保

の
た
め
の
厳
正
な
航
空
行
政

の
指
導
監
督

　
関
係
者
お
よ
び
関
係
機
関
に

　
対
し
、
再
発
防
止
を
強
く
要

　
請
し
ま
し
た
。

年
々
厳
し
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
地
域
に
根
付
い
た
我
々
消

防
団
の
活
動
を
皆
様
に
知
っ
て

い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
も
栄
町

消
防
本
部
・
署
と
一
致
協
力
の

も
と
、
町
民
の
生
命
、
身
体
そ

し
て
財
産
を
守
る
事
を
使
命
と

し
て
、
消
防
団
活
動
に
邁
進
し

て
い
く
所
存
で
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
今

後
も
、
消
防
団
へ
の
よ
り
一
層

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

問
合
せ　

消
防
防
災
課
総
務
班

　
（

95
‐
８
９
８
０
）

 ■ 栄町人口速報値

調査年 平成 27 年 平成 22 年 増減数

人口 21,240 人 22,580 人 -1,340 人

世帯数 8,184 世帯 8,004 世帯 180 世帯

※速報値は、平成 28 年 10 月頃に総務省統計局
　が公表予定の確定値と異なる場合があります。

▲
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な
お
、
開
催
時
間
な
ど
が
変

更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

議
会
事
務
局

　

(


33
‐
７
７
１
５)

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組
合

②
地
域
内
外
の
人
々
が
集
う
多

機
能
な
複
合
施
設

③
次
期
中
間
処
理
施
設
か
ら
の

排
熱
利
用
事
業
な
ど

④
里
地
里
山
の
保
全
と
活
用

　

今
後
、
両
検
討
委
員
会
の
答

申
を
踏
ま
え
、「
整
備
協
定
書
」

の
締
結
に
向
け
、
周
辺
住
民
と

組
合
と
の
協
議
を
進
め
ま
す
。

問
合
せ　

印
西
地
区
環
境
整
備

　

事
業
組
合
印
西
ク
リ
ー
ン
セ

　

ン
タ
ー
次
期
施
設
推
進
班
内

　
（

46
‐
２
７
３
４
）

※
詳
し
く
は
、
同
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w

w
w
.

in
kan

-jk.o
r.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

　
「
施
設
整
備
基
本
計
画
検
討
委
員
会
」
と
「
地
域
振
興
策
検
討

委
員
会
」
が
、
こ
れ
ま
で
調
査
審
議
し
た
結
果
を
答
申
書
と
し
て

ま
と
め
、
平
成
28
年
３
月
30
日
に
管
理
者
へ
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

飼

料

用

米

で

安

定

収

入

を

　

米
（
主
食
用
米
）
の
消
費
減
少
や
過
剰
作
付
な
ど
が
、
米
価
下

落
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

　

飼
料
用
米
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
主
食
用
米
の
需
給
改
善

を
図
り
、
安
定
収
入
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

④
国
・
県
・
町
の
支
援
策
が
受

け
ら
れ
、
安
定
し
た
収
入
が

確
保
で
き
ま
す
。

⑤
主
食
用
の
品
種
で
も
、
飼
料

用
米
に
取
り
組
め
ま
す
。

問
合
せ　

産
業
課
農
政
推
進
班

　
（

33
‐
７
７
１
３
）

飼
料
用
米
取
組
の
メ
リ
ッ
ト

①
飼
料
工
場
や
畜
産
農
家
な
ど
、

大
き
な
需
要
が
あ
り
ま
す
。

②
水
は
け
の
悪
い
湿
田
で
も
、

作
れ
ま
す
。

③
既
存
の
機
械
や
施
設
を
そ
の

ま
ま
使
え
ま
す
。

 ■ 農業委員（敬称略）

氏　名 区　分
朝　倉　友　子 認定農業者

大　野　久　男 認定農業者

小　川　英　夫 認定農業者

芝　野　　　茂 農　業　者

鈴　木　　　薫 利害関係のない者

竹　本　英　二 認定農業者

長谷川　貴　子 認定農業者

宮　本　敏　郎 認定農業者

農

業

委

員

を

任

命

任
命
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日

活
動
内
容

　

農
業
委
員
は
農
地
法
に
基
づ

く
農
地
の
権
利
移
転
の
許
可
、

農
地
転
用
に
伴
う
意
見
決
定
、

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の

推
進
を
図
る
た
め
の
活
動
を
行

な
い
ま
す
。

問
合
せ　

農
業
委
員
会

　
（

33
‐
７
７
１
３
）

　

農
地
な
ど
の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
町
長
が

次
の
方
が
た
を
任
命
し
ま
し
た
。

　

次
期
中
間
処
理
施
設
の
「
施
設

整
備
基
本
計
画
」
に
は
、
次
の
こ

と
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

○
焼
却
処
理
方
式
の
比
較
・
選
定

○
発
電
や
熱
利
用
の
方
向
性
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
検
討

○
排
ガ
ス
な
ど
自
主
規
制
値
、

煙
突
高
の
設
定

○
ア
ク
セ
ス
道
路
の
ル
ー
ト
比

較
、
事
業
方
式
の
選
定
な
ど

　

ま
た
、「
地
域
振
興
策
」
で

は
、
調
査
審
議
の
結
果
、「
地

域
ま
る
ご
と
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構

想
」
と
し
て
、
４
つ
の
展
開
種

別
に
分
類
し
ま
し
た
。

①
地
域
の
持
続
と
再
生
に
必
要

な
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど

平
成
28
年
第
２
回
栄
町
議
会
臨
時
会

日　

時

　

５
月
２
日
㈪　

10
時
～

会　

場　

栄
町
役
場
５
階
議
場

※
傍
聴
人
受
付
簿
に
、
住
所
・

氏
名
な
ど
を
記
入
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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粉
砕
機
を
利
用
し
剪
定
枝
を

チ
ッ
プ
に
す
る
こ
と
で
、
ご
み

に
出
さ
ず
に
ご
家
庭
で
有
効
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

町
で
は
、
剪
定
枝
粉
砕
機
の

無
料
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

環
境
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

チ
ッ
プ
の
活
用
例

○
庭
木
の
根
元
に
ま
い
て
土
の

乾
燥
予
防

○
チ
ッ
プ
を
敷
き
詰
め
る
こ
と
で

雑
草
の
発
生
を
抑
え
る
効
果

問
合
せ　

環
境
課
資
源
班

　
（

33
‐
７
７
１
０
）

　

剪
定
枝
・
除
草
を
燃
え
る
ご

み
で
は
な
く
、
チ
ッ
プ
や
堆
肥

に
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
を
目

的
に
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
を
設

置
し
ま
す
。

設
置
期
間

○
５
月
１
日
㈰
～
７
月
31
日
㈰

○
10
月
１
日
㈯
～
12
月
27
日
㈫

設
置
場
所

○
栄
町
役
場
西
側
高
台
駐
車
場

○
竜
角
寺
台
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ

ー
ル
裏

注
意
事
項

○
コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
は
、
剪

定
枝
用
と
除
草
用
の
２
台
を

設
置
し
ま
す
。
必
ず
分
け
て

入
れ
て
く
だ
さ
い
。

○
枝
の
太
さ
は
直
径
15
㎝
以
内
、

長
さ
は
１
ｍ
以
内
に
し
て
く

だ
さ
い
。

○
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
紐
な
ど
は
取

り
除
い
て
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
や
造
園
業
者
な
ど
か

ら
出
る
剪
定
枝
・
除
草
の
持

ち
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

家
庭
か
ら
出
る

庭
の
剪
定
枝
・
除
草
の
処
理
に
つ
い
て

剪
定
枝
・
除
草
回
収

コ
ン
テ
ナ
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

剪
定
枝
粉
砕
機

（
電
気
式
）
を
貸
し
出
し

 表１ 測定結果

施設名 地区
測定値

５cm 50cm 1m

竜角寺近隣公園 竜角寺台２丁目 0.09 0.08 0.08

矢口神明公園 矢口神明４丁目 0.10 0.11 0.10

布鎌小学校（グラウンド）請方 0.07 0.07 0.08

役場玄関前駐車場 安食台１丁目 0.07 0.07 0.07

測
定
日

　

４
月
12
日

測
定
結
果

　

表
１

　

50
セ
ン
チ
・
１
メ
ー
ト
ル
の

高
さ
は
、
機
器
の
電
源
を
入
れ

て
か
ら
３
分
後
に
１
回
測
量
、

そ
の
後
30
秒
毎
に
４
回
測
量

し
、
合
計
５
回
の
平
均
値
を
測

定
し
て
い
ま
す
。

　

５
セ
ン
チ
の
高
さ
は
、
セ
ン

サ
ー
を
手
持
ち
し
、
１
分
後
に

計
測
し
た
値
で
す
。

　

な
お
、
目
標
値
は
０
．
２
３

マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
未
満
で

す
。

問
合
せ　

環
境
課
保
全
班

　
（

33
‐
７
７
１
０
）

単位 : マイクロシーベルト／１時間当たり（μ Sv/h）
日立 ALOKA 製γ線シンチレーション式サーベイメーター型
名 TCS-172B

放

射

線

測

定

結

果

　

町
内
で
、
点
検
や
販
売
と
偽

っ
て
訪
問
し
、
断
り
も
な
く
家

の
中
に
入
り
込
む
と
い
う
事
案

が
発
生
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
消
火
器
の
点
検
お

よ
び
交
換
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

特
に
高
齢
者
宅
は
、
点
検
を

口
実
に
急
に
訪
問
さ
れ
る
と
、

消
火
器
の
点
検
・
訪
問
販
売
に
ご
注
意
！

内
容
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
契

約
を
し
て
し
ま
い
が
ち
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い

よ
う
、
不
審
な
訪
問
に
は
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

産
業
課
産
業
振
興
班

　
（

33
‐
７
７
１
３
）

静
か
な
粉
砕
音
で
操
作
も
簡
単
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栄
町
お
す
す
め
レ
シ
ピ

「S
elect

」
の
写
真
撮
影
を
担

当
す
る
な
ど
、
写
真
家
と
し
て

活
躍
さ
れ
て
い
る
山
岸
桂
二
郎

氏
（
安
食
台
）
の
写
真
展
を
開

催
し
ま
す
。

　

今
回
の
写
真
展
で
は
、
春
か

ら
夏
へ
の
山
々
の
彩
美
な
時
空

風
景
を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

５
月
10
日
㈫
～
５
月
15
日
㈰

　

９
時
～
17
時

※
15
日
㈰
の
最
終
日
は
、
９
時

～
15
時
ま
で
。

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

　

か
え
１
階
展
示
ロ
ビ
ー

入
場
料　

無
料

主　

催　

栄
町
教
育
委
員
会

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教

　

育
班
（

95
‐
１
１
１
２
）

山
岸
桂
二
郎
写
真
展
「
自
然
彩
美
景
」

学
校
名

職
名

氏　

名

備　

考

安
食
小
学
校

教　

頭

飯　

野　

浩　

二
安
食
台
小
学
校
へ
異
動

安
食
台
小
学
校

教　

頭

鳥　

羽　

英　

之
千
葉
県
教
育
庁
へ
異
動

印
西
市
立

小
倉
台
小
学
校

教　

頭

土　

橋　
　
　

誠
安
食
小
学
校
へ
異
動

教

職

員

の

異

動

所　

属

職
名

氏　

名

備　

考

総
務
課

課　

長

古　

川　

正　

彦
企
画
政
策
課
か
ら
異
動

企
画
政
策
課

課　

長

奥　

野　

陽　

一
昇
任

財
政
課

参　

事

新　

村　

政　

美
昇
任 

課
長
兼
職

税
務
課

課　

長

磯　

岡　

和　

之
昇
任

住
民
課

課　

長

金　

子　
　
　

治
昇
任

住
民
活
動
推
進
課

課　

長

芝　

野　

浩　

一
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
転
入

福
祉
・
子
ど
も
課

課　

長

垣　

沼　

伸　

一
住
民
課
か
ら
異
動

環
境
課

課　

長

大
須
賀　

利　

明
印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
か
ら
転
入

ま
ち
づ
く
り
課

課　

長

岸　
　
　

真　

理
千
葉
県
県
土
整
備
部
か
ら
転

入

会
計
管
理
者

鶴　

岡　
　
　

薫
昇
任

教
育
総
務
課

課　

長

池　

田　
　
　

誠
環
境
課
か
ら
異
動

消
防
長

杉　

田　

昭　

一
教
育
総
務
課
か
ら
異
動

消
防
署

署　

長

高　

塚　

茂　

明
消
防
防
災
課
長
兼
職

社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長
鈴　

木　

正　

稔
昇
任
（
派
遣
）

印
西
地
区
環
境
整
備

事
業
組
合

工
場
長

今　

井　
　
　

聡
昇
任
（
派
遣
）

長
門
川
水
道
企
業
団

課　

長

塩　

田　

一　

雄
派
遣

町

職

員

の

異

動

　

４
月
１
日
付
け
の
課
長
級
職
員
の
異
動
と
配
属
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課
秘
書
人
事
班
（

95
‐
１
１
１
１
）

　

４
月
１
日
付
け
の
管
理
職
の
異
動
と
配
属
を
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課
学
校
指
導
班
（

95
‐
７
７
１
７
）
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第
19
期
青
少
年
相
談
員
を
委
嘱

 ■ 青少年相談員（敬称略）

氏　名 活動地域

岩　井　赳　志

安食

築比地　恭　史

染　谷　秀　幸

秋　山　立　也

千　葉　　　満

浮　嶋　洋　和

北辺田
石　井　　　健

五十嵐　哲　哉

坂　本　浩　孝

石　原　和　典

酒直

木　原　友　和

大　野　勝　也

河　内　綱　児

沓　掛　和　重

川　﨑　重　克 安食台

氏　名 活動地域

橋　本　　　浩

安食台
金　子　　　崇

田　中　彩　美

岩　井　　　孝

鈴　木　明　夫

布鎌

鈴　木　真　彦

岡　戸　勝　行

奥　野　順　也

早　川　妙　子

奥　野　唯　史

髙　橋　友　美

鈴　木　晃　正

萩　原　衣　美

竜角寺台寺　井　良　枝

筧　　　久美子

委
嘱
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
31
年
３
月

31
日

活
動
内
容

　

町
内
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
歩

く
「
オ
ー
ル
ナ
イ
ト
ハ
イ
ク
」、

東
京
タ
ワ
ー
を
階
段
で
上
る

「
東
京
ウ
ォ
ー
ク
」
な
ど
。

　

そ
の
他
、
地
域
で
の
活
動
と

し
て
小
学
校
キ
ャ
ン
プ
や
、
地

域
イ
ベ
ン
ト
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
社
会
教

　

育
班
（

95
‐
１
１
１
２
）

　

青
少
年
の
健
全
育
成
を
目
的
と
し
て
、
千
葉
県
知
事
お
よ
び
町

長
か
ら
次
の
方
が
た
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

 ■ 栄町スポーツ推進委員（敬称略）

氏　名 所持資格・得意種目
八田羽　絵　里 ソフトテニス・インディアカ

笹　原　美　晴 ラグビー・野球

五十嵐　義　一 サッカー・インディアカ・フットサル

大三川　直　子 バレーボール・ソフトバレーボール・ミニバレー

岩　井　　　孝 陸上競技・バドミントン・インディアカ

田　中　彩　美 バドミントン・ソフトボール

中　村　宗　平 サッカー

岡　部　　　誠 ボクシング・柔道

ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
を
委
嘱

　

住
民
へ
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進
を
目
的
と
し
て
、
栄
町
教
育
委
員
会

か
ら
次
の
方
が
た
が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
期
間

　

４
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月

31
日

活
動
内
容

　

軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
や
ふ
れ
あ

い
ハ
イ
キ
ン
グ
事
業
な
ど
。

　

そ
の
他
、
ご
要
望
が
あ
れ
ば

実
技
指
導
を
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
の
で
事
前
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
種
目
・
希
望
日
時
に

よ
っ
て
は
指
導
で
き
な
い
場
合

が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
）

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

　

ツ
振
興
班

　
（

95
‐
１
１
１
２
）

※活動地域は、旧小学校区単位です。

日　

時

　

５
月
28
日
㈯　

８
時
30
分
～

　
（
雨
天
順
延
）

就
学
前
児
レ
ー
ス
受
付

　

９
時
50
分
～

開
始
時
間　

10
時
30
分
～

問
合
せ　

安
食
台
小
学
校

　
（

95
‐
０
９
７
１
）

安

食

台

小

学

校

大

運

動

会
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防
鳥
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
と

き
は
、
ご
み
袋
を
ネ
ッ
ト
内
に

き
っ
ち
り
と
納
め
、
は
み
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ラ
ス
は
非
常
に
視
力
が
高

く
食
べ
物
を
目
で
探
し
ま
す
。

　

生
ご
み
は
、
外
か
ら
見
え
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
で

包
み
、
で
き
る
だ
け
ご
み
袋
の

真
ん
中
に
入
れ
る
な
ど
す
る

と
、
効
果
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
資
源
班

　
（

33
‐
７
７
１
０
）

　

町
で
は
、
地
域
美
化
と
リ
サ

イ
ク
ル
の
促
進
を
目
的
と
し

て
、
毎
年
５
月
30
日
前
後
の
日

曜
日
に
「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

　

毎
年
、
自
治
組
織
・
子
ど
も

会
・
高
齢
者
ク
ラ
ブ
や
各
種
団

体
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
、
清
掃
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
、「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
参
加
を

希
望
す
る
団
体
は
、
環
境
課
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

５
月
29
日
㈰

ご
み
ゼ
ロ
運
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う

ご
み
の
出
し
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う

緑

の

募

金

に

ご

協

力

を

　

緑
の
募
金
は
、
身
近
な
環
境

の
緑
化
か
ら
、
森
林
の
整
備
、

緑
の
普
及
啓
発
事
業
、
森
林
環

境
学
習
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
緑

化
事
業
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
被
災

地
域
の
緑
化
、
森
林
整
備
な
ど

も
支
援
し
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
も
還
元
事
業
と

し
て
、
環
境
緑
化
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

　

学
校
や
各
自
治
組
織
な
ど
の

ご
協
力
で
募
金
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
が
、
次
の
各
施
設
に
も

募
金
箱
を
設
置
し
て
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

募
金
箱
設
置
場
所

○
栄
町
役
場

○
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

○
ド
ラ
ム
の
里

設
置
期
間　

５
月
31
日
㈫
ま
で

問
合
せ　

産
業
課
農
政
推
進
班

　
（

33
‐
７
７
１
３
）

協

力

※
実
施
時
間
は
各
団
体
に
よ
り

異
な
り
ま
す
。

申
込
み　

５
月
13
日
㈮
ま
で
に

環
境
課
へ
申
込
書
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。
ご
み
袋
は
、
申

込
書
提
出
の
際
に
お
渡
し
し

ま
す
。

問
合
せ　

環
境
課
資
源
班

　
（

33
‐
７
７
１
０
）

　

カ
ラ
ス
に
よ
る
ご
み
の
散
乱
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
皆
さ

ま
一
人
ひ
と
り
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。

　

ご
み
の
散
乱
を
な
く
し
、
ま
ち
の
美
化
の
た
め
に
も
、
ご
み
の

出
し
方
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

　

生
ご
み
は
、
カ
ラ
ス
に
と
っ

て
餌
に
な
り
ま
す
。
生
ご
み
を

減
ら
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
必
要
以
上
の
量
は
買
わ
な
い

○
料
理
を
作
り
過
ぎ
な
い

○
食
べ
残
し
を
し
な
い

○
生
ご
み
の
水
切
り
を
徹
底
す
る

○
生
ご
み
を
た
い
肥
化
す
る

　

前
日
の
夜
間
に
ご
み
出
し
を

行
う
と
、
ご
み
の
散
乱
被
害
を

受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

き
れ
い
な
環
境
を
維
持
す
る

た
め
に
も
、
指
定
さ
れ
た
収
集

日
の
当
日
、
朝
８
時
30
分
ま
で

に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

防
鳥
ネ
ッ
ト
の
使
用
は
、
カ

ラ
ス
を
近
づ
け
な
い
効
果
的
な

方
法
で
す
。

生
ご
み
が
見
え
な
い
よ
う
に

袋
の
真
ん
中
に
入
れ
る

生
ご
み
を
減
ら
す
工
夫

ご
み
を
出
す
時
間
を
守
る

防
鳥
ネ
ッ
ト
を
使
用
す
る
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募

集

作
文
・
標
語
作
品
の
部

課　

題

　

む
し
歯
お
よ
び
歯
周
病
の
予

防
に
関
す
る
も
の

対
象
者

　

町
内
在
住
・
在
勤
の
小
・
中

学
生
・
一
般

作
文
規
格

　

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚

以
内
で
未
発
表
の
作
品
に
限
り

ま
す

標
語
規
格

　

未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま

す
。

申
込
み　

５
月
６
日
㈮
ま
で
に

題
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・

性
別
・
職
業
・
電
話
番
号
を

明
記
の
上
、
健
康
介
護
課
へ

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
介
護
課
健
康
推

　

進
班
（

33
‐
７
７
０
８
）

　

ど
ら
む
君
健
康
づ
く
り
体
操

の
継
続
効
果
が
実
感
で
き
る
体

験
会
（
全
８
回
コ
ー
ス
）
を
開

催
し
ま
す
。

　

老
化
は
足
腰
か
ら
く
る
と
言

わ
れ
る
よ
う
に
、
太
も
も
の
前

の
筋
肉
や
良
い
姿
勢
を
保
つ
た

め
の
体
作
り
は
と
て
も
重
要
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
筋
ト
レ
を

中
心
と
し
た
運
動
が
必
要
で

す
。

　

昨
年
完
成
し
た
「
ど
ら
む
君

健
康
づ
く
り
体
操
」
は
、
継
続

し
て
行
う
こ
と
で
筋
ト
レ
、
認

知
症
予
防
の
効
果
が
得
ら
れ
る

体
操
で
す
。

　

今
回
、「
効
果
を
実
感
し
て

ど
ら
む
君
健
康
づ
く
り
体
操

継
続
効
果
が
実
感
で
き
る
体
験
会
を
開
催

よ
い
歯
の
審
査
会
参
加
者
募
集

か
ら
み
ん
な
で
取
り
組
み
た

い
」
と
い
う
声
を
受
け
、
週
１

回
、
２
か
月
間
の
体
験
会
を
実

施
し
ま
す
。
最
初
と
最
後
に
効

果
を
確
認
す
る
た
め
の
簡
単
な

体
力
測
定
を
行
い
ま
す
。

日
時
・
会
場

　

表
１

定　

員　

15
名

申
込
み　

５
月
31
日
㈫
ま
で
に

健
康
介
護
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
介
護
課
介
護
予

　

防
・
生
活
支
援
班

　
（

33
‐
７
７
０
９
）

親
子
の
部

　

平
成
27
年
度
３
歳
児
健
診
を

受
け
た
む
し
歯
の
な
か
っ
た
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者
。

高
齢
者
の
部

　

80
歳
以
上
で
、
日
常
生
活
を

健
康
に
す
ご
し
て
い
る
方

申
込
み　

５
月
16
日
㈪
ま
で
に

健
康
介
護
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

協
力
歯
科
医
院

○
髙
見
歯
科
医
院

○
八
田
羽
歯
科
医
院

○
齋
藤
歯
科
医
院

○
福
島
歯
科
医
院

○
岸
歯
科
医
院

○
勝
田
歯
科
医
院

○
清
河
歯
科
医
院

○
竜
角
寺
歯
科
医
院

○
ミ
モ
ト
歯
科
医
院

※
優
秀
な
方
は
、「
印
旛
郡
市

よ
い
歯
の
コ
ン
ク
ー
ル
」
へ

推
薦
さ
れ
ま
す
。

 表１
月　日 時　間 会　場

6 月 17 日㈫ 13:30 ～ 15:00

ふれあいプラ
ザさかえ３階
音楽室⑴

14 日㈫

13:30 ～ 14:30

21 日㈫

28 日㈫

7 月 15 日㈫

12 日㈫

20 日㈬

26 日㈫ 13:30 ～ 15:00

　

ど
ら
む
君
健
康
づ
く
り
体
操
の
継
続
効
果
が
実
感
で
き
る
体
験

会
（
全
８
回
コ
ー
ス
）
を
開
催
し
ま
す
。

　

よ
い
歯
の
審
査
会
に
参
加
す
る
親
子
と
高
齢
者
な
ら
び
に
歯
に

関
す
る
作
品
（
作
文
、
標
語
）
を
募
集
し
ま
す
。

　

参
加
者
に
は
、
栄
町
三
師
会
か
ら
歯
ブ
ラ
シ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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募

集

　

介
護
職
員
初
任
者
研
修
は
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
に
変
わ

る
資
格
で
す
。

日　

時　

６
月
１
日
㈬
～
７

月
15
日
㈮
の
毎
週
火
・
水
・

金
曜
日　

９
時
30
分
～
18
時

（
内
容
に
よ
り
終
了
時
間
変
更

あ
り
）

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

か
え
３
階
視
聴
覚
室
ほ
か

対
象
者　

○
町
内
在
住
の
65
歳
未
満
の
方

で
介
護
の
仕
事
を
希
望
さ
れ

る
方

○
町
内
の
医
療
・
介
護
施
設
な

ど
に
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で

日
時
・
会
場
・
内
容

　

表
２

対
象
者　

中
学
生
以
上

参
加
費　

無
料

申
込
み　

締
切
日
ま
で
に
お
電

話
で
消
防
署
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

消
防
署
警
防
班

　
（

95
‐
０
１
１
９
）

平
成
28
年
度
普
通
救
命
講
習
を
開
催

～
大
切
な
人
の
命
を
救
う
た
め
に
～

介
護
職
員
初
任
者
研
修
の
受
講
者
を
募
集

 表２ 普通救命講習日程等

月　日 時　間 内　容 締切日

平成 28 年
16 月 12 日㈰

9:00 ～
12:00

栄町消防本部
２階会議室

普通救命講習Ⅲ
（小児に対する方法）
15 歳未満に対する心肺蘇生法

16 月 5 日㈰

19 月 11 日㈰ 普通救命講習Ⅰ
（成人に対する方法） 19 月 4 日㈰

12 月 11 日㈰ 普通救命講習Ⅰ
（成人に対する方法） 12 月 4 日㈰

平成 29 年
13 月 12 日㈰

普通救命講習Ⅰ
（成人に対する方法） 13 月 5 日㈰

大
人
の
た
め
の
食
育
講
座

～
血
管
若
返
り
の
食
事
～

　

調
理
実
習
を
中
心
に
食
生
活

に
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま

す
。

　

希
望
者
に
は
、
お
お
よ
そ
の

血
管
年
齢
が
わ
か
る
脈
派
の
測

定
を
行
い
ま
す
。

日　

時　

６
月
10
日
㈮

　

10
時
～
13
時

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ

　

か
え
３
階
調
理
室

内　

容

○
栄
養
ミ
ニ
講
話

施
設
長
の
推
薦
の
あ
る
方

費　

用　

　

受
講
料
２
０
，
０
０
０
円

　

テ
キ
ス
ト
代
７
，
０
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
代
は
、
受
講
初
日

に
集
金
し
ま
す
。

定　

員　

先
着
20
人

　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み　

事
前
に
電
話
予
約
の

上
、
５
月
20
日
㈮
ま
で
に
受

講
料
を
添
え
て
、
健
康
介
護

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
介
護
課
医
療
介

　

護
連
携
室

　
（

33
‐
７
７
０
９
）

○
調
理
実
習

○
脈
派
測
定
（
希
望
者
の
み
）

定　

員　

先
着
30
人

参
加
費　

５
２
０
円

持
ち
物　

筆
記
用
具
、
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾
２
枚
、

箸
申
込
み　

５
月
27
日
㈮
ま
で
に

健
康
介
護
課
へ
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

健
康
介
護
課
健
康
推

　

進
班
（

33
‐
７
７
０
８
）

　

あ
る
日
突
然
、
目
の
前
で
大
切
な
家
族
や
友
人
が
倒
れ
た
ら
あ

な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
？

　

い
ざ
と
い
う
時
、
あ
な
た
の
大
切
な
家
族
や
友
人
の
命
を
救
う

た
め
に
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
な
ど
を
学
ん
で
は
み

ま
せ
ん
か
？
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話　

題

　

千
葉
県
中
学
校
新
人
大
会
に
て
男
女
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
を
飾
っ
た
栄
中
学
校
卓
球
部
は
、
３
月

19
日
・
20
日
栃
木
市
で
開
催
さ
れ
た
関
東
中
学

校
選
抜
卓
球
大
会
と
、
３
月
26
日
・
27
日
北
九

州
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
中
学
校
選
抜
卓
球
大

会
に
そ
れ
ぞ
れ
出
場
し
ま
し
た
。

　

大
会
を
終
え
、
卓
球
部
員
は
、
林
校
長
先
生
、

顧
問
の
藤
江
先
生
と
共
に
岡
田
町
長
と
大
澤
議

長
の
も
と
へ
結
果
報
告
の
た
め
庁
舎
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

席
上
、
主
将
の
岩
井
温
則
さ
ん
か
ら
は
、「
レ

ベ
ル
の
高
い
選
手
、
全
国
大
会
の
雰
囲
気
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
良
い
経
験
と
な
り

ま
し
た
。」
と
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

岡
田
町
長
・
大
澤
議
長
か
ら
は
、「
こ
の
経

験
で
得
た
も
の
を
活
か
し
て
、
夏
の
総
合
体
育

大
会
に
向
け
て
更
に
精
進
し
て
ほ
し
い
。
町
民

も
大
変
期
待
し
て
い
ま
す
。」
と
励
ま
し
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
（
特
非
）
さ
わ
や
か
青
少

年
セ
ン
タ
ー
が
実
施
し
た
平

成
27
年
度
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
に

お
い
て
、
安
食
台
小
学
校
が

「
学
校
賞
」
を
受
賞
し
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
学
校
が
ふ
れ
あ

い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
青

少
年
の
人
間
力
を
育
む
こ
と

を
理
解
し
、
ま
た
、
児
童
の

み
な
さ
ん
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ま

れ
た
も
の
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

こ
の
賞
は
、
全
国
参
加
校

１
６
５
校
の
内
７
校
が
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
地
域
の
誇
り
」
表
現
コ
ン
テ
ス
ト
（
千

葉
県
主
催
、
千
葉
日
報
社
な
ど
後
援
）
に

て
、
竜
角
寺
台
小
学
校
大
泉
咲
綾
さ
ん

が
、
作
文
「
栄
町
っ
て
い
い
な
」
で
最
優

秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、
県
内
小
学
生

１
，
１
２
５
名
、
中
学
生
３
６
２
名
が
参

加
し
て
い
ま
す
。

　

大
泉
さ
ん
の
作
文
は
、
千
葉
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

安
食
台
小
学
校
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
パ
ス
ポ
ー
ト
学
校
賞
を
受
賞

大
泉
咲さ

綾あ
や

さ
ん

地
域
の
誇
り
表
現
コ
ン
テ
ス
ト

で
最
優
秀
賞
を
受
賞

栄
中
学
校
卓
球
部

関
東
大
会
・
全
国
大
会
に
出
場

　
（
財
）
藤
本
武
弘
育
英
会
よ
り
栄
中
学
校
に
楽
器
（
ホ
ル
ン
）
が
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。
同
財
団
は
、
教
育
研
究
活
動
へ
の
助
成
を
目
的
と
し
て
事
業
活

動
を
行
な
っ
て
お
り
、
毎
年
、
中
学
校
に
楽
器
な
ど
を
寄
附
し
て
頂
い
て
い

る
も
の
で
す
。

　

３
月
31
日
、
理
事
長
で
あ
る
藤
本
光
弘
氏
が
来
庁
さ
れ
、
町
長
に
目
録
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
長
は
「
毎
年
継
続
し
て
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す
。

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

藤
本
武
弘
育
英
会
・
栄
中
学
校
に
楽
器
寄
贈

大会結果
○関東中学校選抜卓球大会
　男子ベスト８
　女子第３位
○全国中学校選抜卓球大会
　男子３位トーナメント準優勝
　女子３位トーナメント優勝

▲たくさんの表彰を手に結果報告のため
　来庁しました。

▲栄町に対する愛着
　や誇りを表し最優
　秀賞を受賞。

　
社
会
福
祉
協
議
会
の
中

　
澤
会
長
（
左
）
よ
り
生

　
徒
代
表
に
表
彰
状
が
手

　
渡
さ
れ
ま
し
た
。

▲藤本理事長（左）から岡田町
　長に目録が手渡されました。

▲
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　栄町には「栄っこ宣言」というものがあ
るのをご存知ですか？
　今月号では、ドラムくんの質問に、教育
委員会の稲田学校教育課長がお答えしま
す。

次号では、町内の学校を紹介します。　問合せ　学校教育課学務指導班　（ 33-7717）

Q : 『栄っこ宣言』が誕生した背景について教えてください。

なう栄っこ栄っこなう

Q : 『栄っこ宣言』とは、どのようなものですか？

　栄町の子ども達の家族を愛し、郷土や国を誇りに思う心を育成するた
め、福島県会津若松市で実践している「あいづっこ宣言」を手本として策
定しました。

　次代を担う栄町の青少年の健全育成への願いを、五つ
の行動規範として示しています。
　そこに込められた内容は次のとおりです。

『一　おはよう  ありがとう  ごめんなさいを言います』　
　○気持ちのよいあいさつをする。
　○「おかげさま」の気持ちを持つ。
　○過ちは素直に認め、謝る気持ちを持つ。

『二　いじめはしません』
　○いじめを「やめる勇気」「とめる勇気」「はなす勇気」を持つ。
　○全ての友だちを思いやり、認め合う気持ちを持つ。

『三　人をいたわります』
　○お年寄りや自分より弱い人を大切に思い、いたわる。
　○自分自身、そして命あるものをいつくしむ。
　○ボランティア活動を進んでやる。

『四　ひきょうなことはしません』
　○うそをつかない。
　○人の嫌がることをしない。
　○ずるいことをしない。

『五　ふるさと「栄」を誇ります』
　○生まれ育った栄町を誇り、愛する気持ちを持つ。
　○栄町の歴史や文化を知り、先人、親、年上の人を敬う。
◇そして、笑顔輝く栄町で夢に向かってがんばります

Q : 『栄っこ宣言』に込められた願いは何ですか？

　幼少期にこの宣言を覚え、青少年期を通して五つの行動規範を心の糧と
して夢に向かってがんばり、ふるさと「栄町」を愛しもっとよくするため
にとの想いが込められています。

?

　各ご家庭でも、「栄っこ宣言」について話題にしていただき、行動化に
つながっていければと思います。
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今月の龍夢っ子

齋
さいとう

藤　侑
ゆ う ま

真くん（平成 26 年８月生まれ）

　

初
め
て
の
か
た
大
歓
迎
！
身
長
・
体

重
の
計
測
や
相
談
は
も
ち
ろ
ん
仲
間
づ

く
り
も
お
手
伝
い
し
ま
す
。

日　

時　

５
月
10
日
㈫　

10
時
～
15
時

　

身
体
測
定　

10
時
～
11
時
30
分

　

健
康
相
談　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

※
健
康
相
談
受
付
は
11
時
ま
で

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

悠
遊
亭

　　

広
々
し
た
悠
遊
亭
（
和
室
）
で
遊
べ

ま
す
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日　

時　

５
月
27
日
㈮　

10
時
～
15
時

　

11
時
か
ら
ミ
ニ
リ
ト
ミ
ッ
ク
が
あ
り

ま
す
。

会　

場　

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
さ
か
え

　

悠
遊
亭

日　

時　

５
月
25
日
㈬　

10
時
30
分
～

　

11
時
30
分 

会
　
場　

ド
ラ
ム
の
里

※
さ
く
ら
ん
ぼ
の
「
公
園
で
遊
ぼ
う
」

と
共
同
開
催

○
プ
レ
イ
ル
ー
ム
予
約
日

　

お
友
達
同
士
で
貸
し
切
り
が
で
き
ま

す
。
1
週
間
前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

日　

時　

５
月
18
日
㈬

　

９
時
30
分
～　

13
時

○
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
さ
く
ら
ん
ぼ

　

１
・
２
歳
児
の
お
友
だ
ち
と
そ
の
保

護
者
を
対
象
に
、
子
ど
も
の
発
達
や
成

長
に
合
わ
せ
た
、
ふ
れ
あ
い
や
マ
マ
た

ち
の
情
報
交
換
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日　

時　

５
月
11
日
㈬　

11
時
30
分
～

　

12
時
30
分

○
プ
チ
さ
く
ら
ん
ぼ

　

妊
婦
の
方
や
０
歳
児
と
そ
の
保
護
者

を
対
象
に
し
た
交
流
の
場
で
す
。

日　

時　

５
月
11
日
㈬　

14
時
30
分
～

　

16
時
30
分

○
に
こ
に
こ
タ
イ
ム

日　

時　

５
月
19
日
㈭　

11
時
30
分
～

　

12
時
30
分

内　

容　

小
物
入
れ
作
り

○
公
園
で
遊
ぼ
う

日　

時　

５
月
25
日
㈬　

10
時
30
分
～

　

11
時
30
分

会　

場　

ド
ラ
ム
の
里

日　

時　

５
月
19
日
㈭　

10
時
10
分
～

　

11
時

会　

場　

幼
稚
園
ホ
ー
ル

内　

容　

親
子
体
操

　

今
月
は
、
あ
り
ま
せ
ん
。

　

毎
週
、
金
曜
日
午
前
中
の
園
庭
開
放

の
み
と
な
り
ま
す
。

アップＲ（ふれあいプラザさかえ・ふれあいセンター１階）は、
子育て中の方が、情報を交換したり、子育ての悩みを話したりなど、

親子で楽しく過ごせる施設です。

今月の休館日
２日㈪・４日㈬
5 日㈭・6 日㈮

９日㈪
12 日㈭午後

16 日㈪・23 日㈪
30 日㈪

○コメント
　いつも人に会うとにこにこする侑真。そんな
侑真が１歳６か月になり、自由に動けるから台
の上に乗って物をひっくり返したり、掃除用品
を出してきて、ママの真似をして、片付けて
も、片付けても手に負えないです。今年の９月
には、お兄ちゃんになるので、どんなお兄ちゃ
んになるのか楽しみです。

（アップ R より）
　いつもにこにこの侑真くん！赤ちゃんだった

侑真くんが９月にはお兄ちゃんになるんです
ね・・。いつもお子さんに、優しいまなざしを
向け、他のお子さんとも一緒に遊んでくれるマ
マ。（*^_^*）
　そんなママですから、二人目が生まれてもゆ
ったり子育てができそうです。その頃には、侑
真くんもママのお手伝いをするかも？うれしい
知らせを待っています。

す
こ
や
か
タ
イ
ム

の
び
の
び
広
場

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
安
食
保

育
園
内

80
‐
１
８
８
５

ミ
ッ
キ
ー
ル
ー
ム

酒
直
幼
稚
園


95
‐
４
３
３
３

わ
ん
ぱ
く
ク
ラ
ブ

な
が
と
幼
稚
園


95
‐
０
７
５
１

お
で
か
け
文
庫
・

キ
ャ
ン
デ
ィ
ボ
ッ
ク
ス
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　健康介護課では、各専門職がさまざまな健康相談に応じています。
問合せ　健康介護課疾病予防班⑤番窓口　（ 33-7708）

　特定健診は、生活習慣病を予防するためメタボリックシンドローム ( 内臓脂肪型肥満症候群 ) に着目し
た健診です。
　内臓脂肪は、糖や脂質の代謝を悪くするので生活習慣病 ( 糖尿病・高血圧・脂質異常症など ) を引き起
こしやすく、症状が進行する危険性を高めます。生活習慣病の悪化で、血管はボロボロとなり、心臓病や
脳卒中など死に至るような深刻な病気を引き起こします。

特定健診を受診して
生活習慣病を予防しましょう！

胸囲
男性の場合 85㎝以上
女性の場合 90㎝以上

または
BMI　25 以上

①内臓脂肪の蓄積

中性脂肪血
　150㎎ /dl 以上
　　　または
HDL コルステロール

　40㎎ /dl 以上

④脂　質

あ　り
※ ② ～ ④ に 1 つ 以 上

該 当 す る 場 合 の み
喫 煙 歴 の 有 無 が 対
象になります。

⑤喫煙歴②血糖値

空腹時血糖値
　100㎎ /dl 以上
　　　または
HbA1c(NGSP 値 )

5.6％以上

③血　圧

最大血圧
　130mmHg 以上
　　　または
最小血圧

　85mmHg 以上

　脳卒中は、脳の血管が破れたり詰まることで、
脳に血液が届かなくなり脳神経が障害される病気
です。脳卒中の発症率は、生活習慣病の罹患率に
より上昇します。
　要介護にならないために健康状態を把握して脳
卒中を予防しましょう。

糖尿病と脳梗塞の発症率
（福岡県久山町コホート研究　追跡調査より 1988 年 -2002 年）

糖尿病なし

糖尿病あり

糖尿病にかかって
いない方に比べ
糖尿病の方は

２倍以上
脳梗塞を

発症しやすい

血圧別にみた脳血管疾患発症率
（高血圧治療ガイドライン 2009 より）

至適血圧の方に比べて
最大血圧 180㎜ Hg 以上の方は
８倍脳血管疾患を発症しやすい

総コルステロールと脳梗塞発症リスク
（Nakaya N,et al.Circ J2005;69:1016-1021 より）

　①に該当する方は、②～⑤に該当する数により次のとおり判定され、専門職による生活習慣
改善の支援を受けることができます。なお、対象者には個別にご案内をお送りします。

発
症
リ
ス
ク

コルステロール値が
200㎎ /dl 以 下 の 方 に 比 べ て、
260㎎ /dl 以上の方は
２倍以上脳梗塞を発症しやすい

栄町の要介護の方の多くは
脳卒中が原因です。

健診を受けて異常値があったら…

 判 定 区 分 
　【積極的支援】２個以上該当
　　生活習慣病になる危険性が高いです！すぐ生活習慣の改善を！
　　※ 65 歳以上 75 歳未満の方は、「動機付け支援」となります。
　【動機付け支援】１個該当
　　生活習慣を見直して健康な体を取り戻しましょう！

該当がない方も、生活習慣に気をつけて健康な体を保ちましょう！
他にも糖尿病など生活習慣病予防の教室などもありますので、ぜひご参加ください。
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●材料（４人分）新玉ねぎ 400 ｇ、米２合、コー
ン（缶）40 ｇ、水 200 ｍｌ、コンソメ１個、オ
リーブ油少々、塩・こしょう適宜、小葱適宜

●作り方　①新玉ねぎは皮をむき、スライスする。
②炊飯器に、といだ米と水、①、コーン、コン
ソメ、オリーブ油を入れて炊く。③好みで、塩・
こしょうで味をととのえ、器に盛り、小口切り
にした小葱をのせる。

●新玉ねぎから水分がでるので、通常より少ない水で炊きます。新玉ねぎは、
表面にツヤがあり、ずっしり重いものがおすすめです。

康
レ

シ

ピ健

レ
康 シ

ピ

健康介護課健康推進班

TEL 33-7708

旬の新玉ねぎがたっぷり食べられる 「新玉ねぎご飯」

●教室　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　健康介護課健康推進班⑤番窓口（ 33-7708）
健診名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容

5.6 か月児モグモ
グ教室 ( 離乳食 )

５月 13 日㈮ ふれあいプラザさかえ

３階音楽室①

9:30

～ 9:45

平成 27 年 11 月・12 月
生まれの子

身体測定、離乳食の進め方など

10.11 か月児
ハミガキ教室

５月 20 日㈮
平成 27 年６月・７月

生まれの子
歯ブラシの選び方、各種相談（希望者）
子どもの靴の選び方など

●大人の予防接種（自己負担があります）　　問合せ　健康介護課疾病予防班⑤番窓口（ 33-7708）
接種名 対　象　者

高齢者肺炎球菌ワクチン
（過去接種したことがあれば対象外）

①本年度中に、65 歳・70 歳・75 歳・80 歳・85 歳・90 歳・95 歳・100 歳となる方
②本年度中に、60 ～ 64 歳で身体障がい者１級相当の方

【お知らせ】　平成 28 年度よりパパ・ママクラスは開催を見合わせることになりました。
　　　　　　　　　　　　　　　問合せ　福祉・子ども課子育て事業班⑥番窓口（ 33-7707）

予防接種名 対象者

四種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風、不活化ポリオ）

生後３か月～７歳６か月未満三種混合（ジフテリア、百日せき、破傷風）

不活化ポリオ

ヒブワクチン
生後２か月～５歳未満

小児用肺炎球菌ワクチン

子宮頸がん予防ワクチン

小学６年生～高校１年生相当年齢の女子

※子宮頸がん予防ワクチン接種を積

極的にはお勧めしていませんが、

接種を希望の方は、福祉・子ども

課まで予診票を取りに来てくださ

い。

BCG 満１歳未満

麻しん風しん混合Ⅰ期 満１歳～２歳未満

麻しん風しん混合Ⅱ期 満５歳～７歳未満（小学校就学前年度）

日本脳炎Ⅰ期 生後６か月～７歳６か月

日本脳炎Ⅱ期 満９歳～ 13 歳未満

二種混合（ジフテリア、破傷風） 満 11 歳～ 13 歳未満

水痘 満１歳～３歳未満

●子どもの予防接種　　　　　　
　問合せ　福祉・子ども課子育て事業班⑥番窓口（ 33-7707）

《注意事項》
①予防接種の際に保護者が同伴できない場合は、
　健康状態を熟知している親族の同伴が必要で
　す。
　この場合は、委任状が必要です。
②転入の方は予診票の差し替えが必要です。
　必ず、予防接種の実施状況をお知らせの上、
　窓口で予診票をお受け取りください。
③町外の医療機関で予防接種を希望される場合
　は、町の予診票が使用できるか確認が必要で
　すので、お問い合わせください。
④日本脳炎特例措置により、平成 19 年４月１
　日生まれのから 20 歳未満の方で、日本脳炎
　Ⅰ期の不足分およびⅡ期１回の接種が可能で
　す。接種が必要な方は母子手帳を持参の上、
　福祉・子ども課（⑥番窓口）まで予診票を受
　け取りにお越しください。

健
康 だ よ

り

●幼児健診・相談　　　　　　　問合せ　福祉・子ども課子育て事業班⑥番窓口（ 33-7707）
健診名 月　日 会　場 受付 対　象　者 内　　　容

1 歳 6 か月児
健康診査

５月 12 日㈭
ふれあいプラザさかえ

３階大会議室

9:30

～ 9:45

平成 26 年 10 月・11 月
生まれの子

内科・歯科診察または健診、身体測定、
保健・栄養・歯科相談

2 歳半児
歯科健康診査

５月 26 日㈭
平成 25 年７月・８月

生まれの子
歯科診察、歯の健診、歯磨き指導、フッ
化物塗布
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　同じく精神疾患の経験をもつピア
サポーターが、仲間として「体験を
共有し、共に考える」相談日を開催
します。
　当事者の方だけでなく、ご家族の
方で本人とどのように接したらよい
かという相談でも構いません。
日　時　５月 10 日㈫
　10 時～ 12 時
会　場　ふれあいプラザさかえ１階
　ふれあい交流室
担当者　ピアサポーター 2 名（こ

んちゃん、せきちゃん）
※ピアサポーターは精神疾患を持っ

ている当事者であるため、当日
の体調によっては担当できない
場合もあります。

費　用　無料
問合せ　福祉・こども課
　（ 33-7708）

　県民一人ひとりの看護についての
関心を高め理解を深めることを目的
に今年も「看護の日」のイベントが
開催されます。
日　時　５月 14 日㈯
　13 時 30 分～ 16 時
会　場　ボンベルタ成田店４階中央
　エレベータ脇
内　容　血圧測定、体脂肪測定、骨

密度測定、健康相談、育児相談
　( 助産師 )、進路相談、訪問看護

ステーション紹介、バルーンア
ート

参加費　無料
問合せ　（公社 ) 千葉県看護協会
　事業第一課（ 043-245-0025）

日　時　５月 19 日㈭
　13 時～ 17 時
会　場　ふれあいプラザさかえ２階
　会議室⑴
対象者　15 歳以上 40 歳未満の自

立（就労）に悩みを抱えている
若者またはその家族

相談員　キャリアカウンセラー
相談料　無料
申込み　事前申込み
問合せ　ちば北総地域若者サポート
　ステーション（ 24-7880）
※月～金曜日、10 時～ 18 時

　聴覚障がいや関連する福祉制度に
ついての理解と認識を深めて、日常
会話で必要な手話を学び、手話通訳
者の第一歩を目指しませんか。

試験日　７月 27 日㈬
会　場　幕張メッセ国際展示場展示

ホール８
願書配布　千葉県印旛健康福祉セン

ター（印旛保健所）・千葉県印旛
健康福祉センター（印旛保健所）
成田支所

願書受付　５月 17 日㈫～ 19 日㈭
　10 時～ 16 時
受付場所　千葉県印旛健康福祉セン

ター ( 印旛保健所 ) ２階多目的室
問合せ　千葉県印旛健康福祉センタ

ー（印旛保健所）地域保健課栄
養担当（ 043-483-1134）

試験日　10 月２日㈰　
　10 時～ 12 時
受験資格　医療・保健・福祉分野の

有資格者などで一定期間以上の
実務経験のある方

申込書配布期間
　５月 25 日㈬～６月 30 日㈭
申込書配布場所
　県社会福祉協議会・県福祉人材

センター（ＪＲ千葉駅前）・県高
齢者福祉課・各県健康福祉セン
ター・各市町村介護保険担当課・
各市町村社会福祉協議会

受付期間　５月 25 日㈬～６月 30
日㈭（簡易書留による郵送のみ
当日消印有効）

問合せ　千葉県社会福祉協議会介護
支援専門員養成班

　（ 043-204-1610、 043-241
　-5121）
※詳しくは、同協議会ホームページ

（http://www.chibakenshakyo.
com/）をご覧ください。

　未就業歯科衛生士の復職や就業を
支援する研修会です。
日　時　７月３日㈰
　９時 30 分～ 17 時
会　場　成田市保健福祉館
定　員　先着 40 名
受講料　無料
申込み　住所・氏名・電話番号を記

入し、ファックスでお申し込み
く だ さ い。（WEB ま た は、 電 話
での申込み可）

問合せ　千葉県歯科医師会
　（ 043-241-6471、 043-248
　-2977）
※詳しくは、同医師会ホームページ
　（http://cda.or.jp/27）をご覧く
　ださい。

日　時　６月 16 日㈭～平成 29 年
　２月 16 日㈭　全 27 回
　14 時～ 16 時
対象者　栄町・印西市・白井市に在

住在勤で手話奉仕員養成講座（前
期）を修了していない方

会　場　ふれあいプラザさかえ３階
　視聴覚室
募集期間　５月２日㈪～ 31 日㈫
定　員　20 名
受講料　無料
教材費　○手話奉仕員養成テキスト

代 DVD 付　3,240 円
○新・手話奉仕員フォローアップテ

キスト　1,080 円
○ 日 本 聴 力 障 害 新 聞 年 間 購 読 料

3,900 円（別途振込手数料）
問合せ　( 福 ) 千葉県聴覚障害者協

会内千葉聴覚障害者センター
　（ 043-308-6373、
　  043-308-6400）

●わかちあいの会ひだまり
大切な人、愛する人を自死でな

くされた方へ…同じような体験を持
つ方が集い、心おきなく話せ、ホッ
とできるひとときを過ごしてみませ
んか。
日　時　偶数月第３金曜日
　 ６ 月 17 日・ ８ 月 19 日・10 月

21 日・12 月 16 日・ 平 成 29 年
２月 17 日

　13 時 30 分～
会　場　千葉県印旛合同庁舎２階
対象者　大切な方を自死で亡くされ

た方
●対面相談
　あなたの心の想いや悩みをお話し
ください。あなたの言葉に耳を傾け
る、個別相談（要予約）です。
日　時　奇数月第 3 金曜日
　 ５ 月 20 日・ ７ 月 15 日・ ９ 月

16 日・11 月 18 日・ 平 成 29 年
１月 20 日・３月 17 日

　13 時～ 16 時
会　場　千葉県印旛合同庁舎２階
対象者　原則として千葉県在住の方
内　容　１面接 50 分（継続相談有）
問合せ　( 福 ) 千葉いのちの電話事

務局（ 043-222-4416)
※月～金曜日、９時～ 17 時
※精神科治療を受けている方は、主

治医の了解を得てください。

メンタルヘルス・ピアサポート
相談日の開催（予約優先）

ちば北総地域サポートステーション
就労相談（事前予約）

平成 28 年度千葉県介護支援専門
員実務研修受講試験

第 26 回県民が集う看護の日

手話奉仕員養成講座（前期）

平成 28 年度千葉県調理師試験

自死遺族支援

未就業歯科衛生士
リカバリーコース
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日　時　５月 24 日㈫
　８時 30 分～（予定）
※予備日５月 31 日㈫
会　場　水と緑の運動広場テニスコ

ート
競技種目　女子ダブルス
参加資格　①女子連Ａ・Ｂクラスで

ないこと
②栄町大会のＡクラスで優勝してい

ないこと
参加費　１ペア 3,000 円
　（当日徴収）
詳　細　ふれあいプラザさかえ窓口

の申込用紙か、硬式テニス専門
部のホームページでご確認くだ
さい。

申込み　５月 12 日㈭ 15 時までに
ふれあいプラザさかえ窓口でお
申し込みください。

主　催　栄町硬式テニス専門部

　「龍角寺の七不思議」の伝説を、
栄町文化財サポーターの説明を聞き
ながら、民話の世界を歩いてみよう。
日　時　５月 28 日㈯ 9 時～ 12 時
　（雨天中止）
会　場　ドラムの里
※受付…8 時 30 分
内　容　三ヵの岩屋（岩屋古墳、み

そ岩屋古墳 )、子は清水、片歯の
梅、八つの井戸、不増不減の石（龍
角寺）などの名所・不思議をめ
ぐります。

定　員　先着 50 名
費　用　500 円（保険料・資料代等）
申込み　５月 24 日㈫までに、ふれ

あいプラザさかえへ
主　催　のら里くら里健康ウォーキ

ングの会
後　援　栄町教育委員会

日　時　5 月 29 日㈰
　⑴基礎編９時～ 12 時
　⑵応用編 13 時～ 15 時
　⑶質問コーナー 15 時～
会　場　ふれあいプラザさかえ２階

会議室①
講　師　小倉　修二　氏
内　容　⑴書式・ポインタの説明
　⑵カレンダー作成
　⑶パソコン全般について
定　員　先着９名
費　用　1,000 円／１コース
　（当日集金）
持ち物　ノートパソコン ( お持ちで

ない方は生涯学習課で用意しま
す。)

申込み　5 月 27 日㈮まで

　６月４日㈯に役場横緑道で開催す
る「キャンドルナイト 2016 in さ
かえまち」で使用する空き瓶を集め
ます。
※イベントの詳細は６月号でお知ら

せします。
募集期間　５月１日㈰～ 22 日㈰
収集場所　住民活動支援センターお

よび役場３階住民活動推進課
　空き瓶のサイズ：口径５㎝以上、

高さ 10㎝～ 15㎝
※コーヒー、ジャム等の空き瓶でラ

ベルをはがし、ふたは不要です。
問合せ　キャンドルの会事務局鈴木
　（ 090-4241-8769）

●犬のしつけ方教室（随時予約制）
⑴基礎講座
日　時　５月７日㈯
受　付　12 時～ 12 時 30 分
受講料　無料
講　習　12 時 30 分～ 14 時
定　員　先着 30 組
⑵実技講座
日　時　５月７日㈯
受　付　13 時 30 分～ 14 時
受講料　3,000 円
講　習　14 時～ 16 時
定　員　先着 30 組
●パピークラス（随時予約制）
　子犬同伴で参加できる飼い方教室
です。
日　時　５月 21 日㈯　時間応相談
参加費　無料
●譲渡会
　愛護センターの成犬・成猫・子猫
を譲渡します。
日　時　５月 12 日㈭・21 日㈯
受　付　13 時～ 13 時 30 分
参加費　無料
●飼い主さがしの会（随時予約制）
　犬猫の欲しい方、あげたい飼い主
さんとの出会いの場です。
日　時　５月７日㈯
受　付　犬猫の欲しい方…
　　９時～９時 30 分
　犬猫のあげたい方…
　　９時 30 分～ 10 時
参加費　無料
会　場　千葉県動物愛護センター
問合せ　千葉県動物愛護センター
　（ 93-5711）

日　時　５月 14 日㈯
　14 時～ 16 時（受付 13 時 30 分～）
会　場　安食小学校体育館
指導者　栄町スポーツ推進委員
対象者　小学生以上の方
参加費　無料
持ち物　上履き、タオル、飲み物など
申込み　当日現地にて

日　時　５月 14 日㈯・６月 11 日㈯・
７月９日㈯・８月 20 日㈯・９月
10 日㈯　全５回

　９時 30 分～ 12 時 30 分
会　場　ふれあいプラザさかえ３階

工作室
講　師　小野　幸男　氏
対象者　全５回参加できる方
定　員　先着 10 名
参加費　5,000 円（材料代）
※１回目に集金します。なお、参加

費の返金はできません。
申込み　５月 12 日㈭まで
共　催　ＮＰＯ法人まちづくりサポ

ートひと・まち倶楽部

日　時　５月 15 日㈰
　８時 30 分～
会　場　安食小学校体育館
対象者　栄町在住在勤の方
参加費　無料
試合方法　男女別シングルス（予選

リーグ・決勝トーナメント）
申込み　５月７日㈯まで
主　催　栄町卓球連盟

日　時　５月 21 日㈯
　15 時 30 分～ 16 時
会　場　ふれあいプラザさかえ２階
　和室
対象者　幼児から小学校低学年の児

童

民話のふるさと栄町に伝わる
龍角寺の七不思議ウォーキング

絵本の読み聞かせ会

栄町卓球大会

キャンドルナイト開催決定！
空き瓶を集めますのでご協力を

木工教室～木馬づくり～

らくらく軽スポーツ教室
ショートテニス

ふれあいプラザさかえ
今月の休館日

2 日㈪・4 日㈬・5 日㈭
6 日㈮・9 日㈪・16 日㈪

23 日㈪・30 日㈪

栄町硬式テニス第８回
“花みずき杯”女子ダブルス大会

千葉県動物愛護センター
動物愛護事業

パソコン教室（エクセル編）
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生
涯
学
習
課
文
化
財
班

（

95
‐
１
１
１
２
）

№ 200

安
食
町
の
誕
生

●
春
の
ま
つ
り

５
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭

　

３
日
…
猿
回
し
、
猿
楽
、
時
代
衣
装
変
身
体
験

　

４
日
…
曲
芸
、
猿
回
し
、
昔
語
り

　

５
日
…
登
戸
の
神
楽
囃
子
、
手
妻
（
手
品
）、　

　
　
　
　

手
車
（
釣
り
独
楽
）
な
ど

　

そ
の
他
、
商
家
や
武
家
屋
敷
で
は
甲
冑
試
着
や

千
代
紙
ろ
う
そ
く
、
和
船
体
験
。
農
家
で
は
、
風

車
や
竹
の
紙
鉄
砲
・
昔
遊
び
な
ど
。
風
土
記
の
丘

資
料
館
で
は
、
縄
文
ハ
ン
タ
ー
な
ど
、
期
間
中
は

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
用
意
し
て
ま
す
。

●
茶
摘
み

５
月
１
日
㈰　

９
時
30
分
～
15
時
30
分

　

畑
の
お
茶
の
木
か
ら
葉
を
摘
み
と
り
ま
す
。

　

お
茶
を
１
人
１
０
０
ｇ
持
ち
帰
れ
ま
す
。

●
里
山
観
察
会

５
月
14
日
㈯　

10
時
～
12
時

　

植
物
や
昆
虫
、
小
動
物
な
ど
が
棲
む
房
総
の
む

ら
に
残
る
落
葉
広
葉
樹
林
・
ア
カ
マ
ツ
林
に
よ
る

里
山
を
観
察
し
ま
す
。

　

今
回
の
テ
ー
マ
は
『
春
の
植
物
』
で
す
。

●
考
古
学
講
座
（
第
１
回
）

５
月
15
日
㈰　

13
時
30
分
～
15
時

　

考
古
学
に
関
す
る
内
容
の
講
演
を
行
い
ま
す
。

◎
体
験
予
約
受
付
の
ご
案
内

　
　

マ
ー
ク
の
付
い
て
い
る
体
験
は
、
事
前
に
ご

予
約
が
必
要
で
す
。
現
在
、
６
月
ま
で
の
体
験
の

予
約
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。平
成
28
年
度
版「
体

験
の
し
お
り
」
も
販
売
中
で
す
。

予

予

　

こ
れ
か
ら
歴
史
公
文
書
（「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
第
１
条
）
か
ら
読

み
解
く
「
栄
町
の
近
現
代
史
」
に
つ
い
て
、
合
併
以
前
の
安
食
町
と
布
鎌
村
を
交
互
に

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
21
年
４
月
「
市
制
町
村
制
」
が
公
布
さ
れ
、
千
葉
県
に
お
い
て
は
翌
22
年
４
月

１
日
か
ら
施
行
す
る
と
し
た
こ
と
か
ら
、
町
村
合
併
の
時
期
も
こ
れ
に
合
わ
せ
て
実
施

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
自
治
体
数
は
２
，
４
５
７
町
村
か
ら
３
５
８
町
村
の
約
７
分
の

１
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

明
治
22
年
３
月
27
日
付
け
県
令
第
18
号
「
町
村
ノ
儀
分
合
改
称
」
で
名
称
を
境

さ
か
い

村
と

し
、
同
日
付
け
県
令
第
20
号
「
役
場
位
置
」
で
旧
安
食
村
と
し
て
い
ま
す
。
境
村
は
、

５
月
13
日
付
け
県
報
で
村
長
山
田
弥
一
、
助
役
後
藤
慎
一
郎
が
「
撰
挙
認
可
」
さ
れ
、

６
月
７
日
付
け
で
役
場
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
に
、
現
在
の
自
治
体
に
直
接
的
に
関
わ
り
の
あ
る
近
代
行
政
村
が
成
立
す
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
境
村
は
、
明
治
22
年
４
月
に
下
埴
生
郡
安
食
・
酒
直
・
麻
生
・
須
賀
・

龍
角
寺
・
北
辺
田
・
矢
口
の
７
ヵ
村
と
印
旛
郡
安
食
卜
杭
新
田
字
立
嶋
（
飛
地
）
を
編

入
合
併
し
て
成
立
し
、
８
大
字
を
編
成
し
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
９
月
に
は
区
長
条
例
を
定
め
て
、
安
食
卜
杭
新
田
を
安
食
へ
合
併
し
て
安

食
一
区
・
二
区
・
三
区
と
し
て
、
９
区
に
分
ち
区
長
及
び
代
理
者
各
１
名
を
置
い
て
い

ま
す
。
制
定
の
理
由
と
し
て
は
、「
本
村
ノ
区
域
広
闊
及
人
口
稠
密
ナ
ル
ニ
ヨ
リ
村
長

ノ
指
揮
命
令
ニ
ヨ
リ
行
政
事
務
ヲ
区
内
ニ
施
行
シ
都
テ
施
政
ノ
便
ヲ
計
ラ
ン
カ
為
」
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
明
治
25
年
12
月
28
日
に
は
、
町
制
を
施
行
し
て
安
食
町
と
改
称
し
、
さ
ら
に

昭
和
の
大
合
併
を
前
提
と
し
て
、昭
和
29
年
３
月
30
日
に
豊
住
村
（
現
在
の
成
田
市
域
）

大
字
興
津
を
編
入
し
て
町
域
を
構
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
間
に
行
政
区
は
、
須
賀
区
か
ら
新
田
区
が
分
か
れ
、
興
津
区
が
加
わ
っ
て
数
的

に
は
、
11
区
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
境
村
役
場
の
開
設
は
、
明
治
22
年
３
月
27
日
付
け
県
訓
令
第
67
号
で
「
本
年

四
月
一
日
ヨ
リ
町
村
制
施
行
候
ニ
付
テ
ハ
戸
長
ヨ
リ
町
村
長
へ
事
務
引
継
ヲ
為
ス
ハ
其

就
職
後
七
日
以
内
ニ
完
了
ス
ヘ
シ
」
と
し
て
、
戸
長
役
場
か
ら
町
村
役
場
ヘ
事
務
引
継

ぎ
が
な
さ
れ
、
町
村
事
務
が
開
始
さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

開
設
直
後
の
事
務
分
課
、
分
掌
に
つ
い
て
は
判
然
と
し
て
い
ま
せ
ん
が
、「
安
食
町

吏
員
在
職
一
覧
表
」
に
よ
れ
ば
、
書
記
は
、
明
治
22
年
は
池
田
三
左
衛
門
、
鈴
木
与
五

兵
衛
、
林
田
源
之
丞
の
３
名
と
村
長
、
助
役
及
び
収
入
役
勝
田
市
郎
兵
衛
の
６
名
で
事

務
分
掌
を
こ
な
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

（
栄
町
史
編
さ
ん
委
員
会
近
現
代
部
会
）

ドラムの里ドラムの里
成田ゆめ牧場
ファーマーズマ－ケット

栄町観光案内所 ＴＥＬ

ＴＥＬ

89-0376

80-0010

情
報
館
が
栄
町
観
光
案
内
所
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
！

　

ド
ラ
ム
の
里
内
の
情
報
館
が
栄
町
観
光
案
内

所
と
し
て
、
こ
の
度
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

こ
の
案
内
所
は
観
光
協
会
が
指
定
管
理
者
と

な
り
、
対
面
に
よ
る
観
光
案
内
や
各
種
観
光
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な

さ
ん
ぜ
ひ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

営
業
時
間　

９
時
～
17
時

定
休
日　

月
曜
日
（
祝
日
の
と
き
は
火
曜
日
）

　

ま
た
、
電
話
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
が
次
の
と

お
り
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

※
「
コ
ス
プ
レ
の
館
」
受
付
も
こ
ち
ら
の

番
号
で
す
。

　
　


89
‐
０
３
７
６

　
　


89
‐
０
３
７
７

今月の休館日
６日㈮・９日㈪

16 日㈪・23 日㈪
30 日㈪

今月の休館日
６日㈮・９日㈪

16 日㈪・23 日㈪
30 日㈪
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栄町消費生活相談員からの
ワンポイントアドバイス

　

相
談
ご
と
な
ど
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ

　

成
田
警
察
署
（

27
‐
０
１
１
０
）

　

印
西
警
察
署
（

42
‐
０
１
１
０
）

よせられた善意（敬称略）

移
動
交
番
の
開
設

　５月 21 日から、光ファイバー回線やインターネット接
続サービス（プロバイダ）、携帯電話の契約などについて、
新たに消費者保護のルールが定められます！
１　何がどう変わるの？
　初期契約解除制度により、契約書面を受け取った日か　
ら 8 日間は、契約解除が可能となります。（クーリング　
オフなどとは異なり解除までの通信料などは負担する必　
要があります。
２　固定電気通信サービスと、移動電気通信サービスでは
何か違いはありますか？
①固定電気通信サービス（通信サービスと端末が分離して

おり回線だけ解約して端末が残っても問題ない）の場合
　⇒販売形態を問わず初期契約解除制度の対象となるた
　　め、店頭で契約したとしても解除できます。
②移動電気通信サービス（通信サービスと端末が事実上一

体）の場合
【訪問販売・電話勧誘販売で契約】
　⇒初期契約解除制度が適用されます。（端末も特商法に
　　よりクーリングオフできます。）

【店頭販売による契約】
　⇒初期契約解除制度では端末は解約できないが、確認措
　　置（※注）が取られている場合で、説明不足や電波が
　　繋がらない時に限り端末も含めて解約できます。
※注：確認措置
　サービス提供開始日から 8 日間、電波状況や法令など
の遵守の状況を利用者が確認できる措置
○契約時の注意○
　契約サービスが「初期契約解除制度」の対象になってい
るか？「確認措置」が取られているのか？
サービス内容が複雑なため、販売店などに納得するまでよ
く確認して、契約しましょう。

ふれあいプラザさかえ

５月 27 日㈮ 10 時～ 11 時 30 分

12 日㈭・17 日㈫・26 日㈭ 14 時～ 15 時 30 分

竜角寺台コミュニティーホール

５月６日㈮・13 日㈮

19 日㈭・27 日㈮
14 時～ 15 時 30 分

房総のむら

５月２日㈪・20 日㈮・31 日㈫ 10 時～ 11 時 30 分

５月５日㈭・28 日㈯ 14 時～ 15 時 30 分

JAとれたて産直館栄店

５月５日㈭・17 日㈫

25 日㈬

14 時～ 16 時

10 時～ 12 時

利用条件など
1．町内に住所を有し、公共交通
　機関を利用して単独で外出する
　ことが困難な方で、次の①から
　③の全てに当てはまる方
①要介護者・要支援者・身体障が

い者・その他、障がい手帳をお
持ちの方

②同居の家族が送迎出来ない方
③生活保護世帯又は、家族全員が

非課税の方
２．利用に当たっては、事前に当

会への利用登録手続きが必要
です。

３． 利 用 料 と し て、 迎 車 料 金
200 円と１㎞当たり 50 円をお
支払いいただきます。

「外出サポート事業」を
ご利用ください

町へ（2/16 ～ 3/15 収納分）
○栄町ふるさと応援寄附金
松 下　 典 正　　　　　10,000 円
石 井　 幸 子　　　　　30,000 円
笠井　美恵子　 　　　10,000 円
入 江　 庸 太　　　　　10,000 円
匿名（42 名）　　　　500,000 円
社会福祉協議会へ（３月受付分）
○一般寄附
栄町ふれあい文化祭出展販売者

（6 名）　　　　　　　　3,000 円
栄町民謡同好会　　　13,390 円
匿 名（1 名 ）　　　　　2,000 円

～電気通信事業法の改正～
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１ 日

２ 月 ふれプラ休館日

３ 火 【憲法記念日】

４ 水 【みどりの日】
ふれプラ休館日

５ 木 【こどもの日】
ふれプラ休館日

６ 金 ふれプラ・ドラムの里休館日

７ 土

８ 日

９ 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

10 火 山岸桂二郎写真展（～ 5/15）【P14】
すこやかタイム【P21】ピアサポート【P24】

11 水 ホップステップ・プチさくらんぼ【P21】

12 木

13 金 モグモグ教室【P23】

14 土 軽スポーツ教室・木工教室【P25】
伊能忠敬に学ぶ地図づくり

15 日

16 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

17 火

18 水

19 木 にこにこタイム【P21】
就労相談【P24】

20 金
ハミガキ教室【P23】

21 土 絵本の読み聞かせ教室【P25】

22 日

23 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

24 火

25 水 お出かけ文庫・公園で遊ぼう【P21】

26 木

27 金 のびのび広場【P21】

28 土 龍角寺の七不思議ウォーキング【P25】

29 日 ごみゼロ運動【P16】
パソコン教室【P25】

30 月 ふれプラ・ドラムの里休館日

31 火

相談名 日　時 会　場 問合せ

人権・行政相談
２日㈪
13 時 30 分～ 16 時

役場４階
第２会議室

総務課
 95-1111

交通事故相談
20 日㈮
10 時～ 15 時
※受付は 14 時 30 分まで

役場４階
第２会議室

総務課
 95-1111

デイケアクラブ
（事前予約）

毎週火曜日
10 時～ 14 時

ふれあいプラザ
さかえ１階
ふれあい交流室

福祉・子ども課
 33-7707

心の相談
ほっとスペース

毎週金曜日
10 時～ 14 時

ふれあいプラザ
さかえ１階
ふれあい交流室

福祉・子ども課
 33-7707

障がい者相談
６月 14 日㈫
13 時 30 分～ 15 時

役場１階
第２会議室

福祉・子ども課
 33-7707

消費生活相談
10 日㈫・17 日㈫・24 日㈫
９時 30 分～ 12 時
13 時～ 15 時（最終受付）

役場４階
第５会議室

産業課
 33-7713

教育相談
毎週月・火・金曜日
25 日㈬実施
10 時～ 15 時

ふれあいプラザ
さかえ２階

教育支援センター
 80-1520

司法書士相談
11 日㈬
18 時～ 20 時

ふれあいプラザ
さかえ和室

社会福祉協議会
 95-1100

ふれあい相談
（心配ごと相談）

18 日㈬
13 時～ 16 時

役場２階
社会福祉協議会

社会福祉協議会
 95-1100

法律相談
（事前予約）

26 日㈭
13 時 30 分～ 16 時 30 分
予約／５月２日㈪～

役場３階
第２会議室

社会福祉協議会
 95-1100

●各種相談

May
2016 5 月

今月の納付要介護認定更新手続き

　要介護認定の有効期限が
６月末日の方は、５月２日
㈪から申請ができます。
　忘れずに更新申請をして
ください。

健康介護課 33-7709

固定資産税・都市計画税・１期
軽自動車税・・・・・全期

納期限／５月 31 日㈫

各種証明書を交付しています。
毎週土曜日

（祝日・年末年始を除く）
８時 30 分～ 17 時 15 分

税務課 33-7703
住民課 33-7704

土曜開庁 人口と世帯

人口 21,470 人　 （-42）
男 10,480 人　 （-22）
女 10,990 人　 （-20）

世帯数 8,872 世 帯（+26）

４月１日現在（前月比）

栄町朗読奉仕会のご協力により、目の不自由な方に音声の「広
報さかえ」をお届けしています。社会福祉協議会 95-1100

声の広報
（テープ）

診療科目 受　付　時　間

小児科・内科
月曜日～土曜日／ 19 時～ 22 時 45 分
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分、19 時～ 22 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

外科・歯科
日曜日・祝日／ 10 時～ 16 時 45 分
※８月 13 日～ 15 日、年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　成田急病診療所 27-1116（成田市保健福祉館敷地内）

診療科目 受　付　時　間

小児科
（15 歳以下）

月曜日～土曜日／ 19 時～翌朝５時 45 分
日曜日・祝日／９時～ 16 時 45 分、19 時～翌朝５時 45 分
※年末年始（12 月 29 日～翌年 1 月 3 日）を含む。

　印旛郡市小児初期急病診療所 043-485-3355（佐倉市健康管理センター内）

　近隣の主な救急病院
北総栄病院 95-6811・成田赤十字病院 22-2311・成田病院 22-1500
日本医科大学千葉北総病院 99-1111
※診療時間・診療科目は、直接病院にお問い合わせください。
※成田赤十字病院小児救急（17 時～ 23 時）は、重患者・紹介患者のみの診療です。

●休日の救急・夜間診療


